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ノマドノマド

ホームページからもツアー情報
がご覧いただけます

●スマホからもＱＲコードで簡単アクセス！

ＱＲコード

世界の山旅・秘境の旅

日本の山旅・歩き旅
鳥海山、 焼岳・蝶ヶ岳、 信越トレイル
谷川岳・武尊山・皇海山、 熊野古道・中辺路
国東半島ロングトレイル、 九州オルレ
下ノ廊下、 北鎌尾根、 剱岳ほか

アルプス三大名峰、 オートルートトレッキング
グレートグレンウェイ、 クロアチア
ツール・デュ・モンブラン、 ロマンチック街道
ザ・ウィックロウ・ウェイ、 ペンブルックシャートレイル
グランドサークル、 カナディアンロッキー
ピコ・デ・オリサバ、 キリマンジャロ
アンナプルナ内院、 カラパタール＆ゴーキョピーク
ブータン、 雲南省、 韓国、 台湾ハイキング
玉山・雪山、 南湖大山、 ミルフォードトラック
アイスランド、 東チベット、 ミャンマーほか
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羽田・成田・中部・関西からご参加可能のツアー多数羽田・成田・中部・関西からご参加可能のツアー多数
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　弊社は札幌に創業して29年余り。公認山岳ガイドが常駐し、北海道を基盤に世界各国の山々、辺境地域への登山やトレッキング
ツアーへと皆様をご案内しています。またハイキング、ネイチャーウォーク、世界遺産めぐり、秘境探訪など健康な方ならどなたでも
ご参加いただける観光満載の旅も多数企画しています。
　今回お届けするこのツアーカタログは、エリア別、ご出発日順にて掲載しています。また、歩くのが苦手という方でもご参加できる
観光中心のツアーを「秘境観光」として分けました。皆様のご興味のあるエリア、国、志向を目次とツメ（紙面脇のインデックス）に
よって閲覧できるように構成しています。また歩行や登山レベルも★マークで分かりやすく提示しています（レベルの目安は下記参
照）。ぜひ、ご希望に合うツアーを見つけて、感動あふれる旅へとお出かけ下さい。ツアーのほとんどが東京、中部、関西その他の空港
発着でのご参加が可能です。詳しくはお問い合わせ下さい。

世界各地の未知なる自然や歴史・文化を訪ね歩く旅へ

表紙写真：特異な岩峰群に囲まれたドロミテ・ガルディナ谷のハイキング（イタリア）

　各ツアーの諸条件欄に表示している「目安」は、2016年２月のものです。ツアーカタ
ログ発行後に各種税金、料金の改定が生じた場合は変更となる場合があります。また空
港諸税など外貨建料金は換算レートにより増減しますので、あらかじめご了承下さい。

●査証（ビザ）代、空港諸税、燃油サーチャージなどは予告なく変更する場合があります
●渡航手続、旅券（パスポート）・査証（ビザ）について
１．ご旅行に要する旅券・査証・予防接種証明書等の渡航手続は、お客様ご自身で行って
いただきます。ただし、当社では所定の料金を申し受け、別途契約として渡航手続
の一部代行を行います。この場合、当社ではお客様ご自身に起因する事由により旅
券・査証などの取得ができなくてもその責任を負いません。

２．渡航先の国または地域によっては、旅券に有効残存期間を必要とする場合や査証
を必要とする場合があります。パンフレットまたは別途お送りするツアー内容をご
確認下さい。 

　当社のツアーは、ほとんどが新千歳空港（札幌）発着となっております。新千歳から直接
国際線にて出発する場合と、羽田、成田、中部、関西など日本国内空港を経由して行く場合
がございます。新千歳以外からの出発をご希望のお客様は、国内・国外の乗り継ぎ空港に
て合流していただくか、あらかじめ新千歳空港まで来ていただくことになります。一部の
ツアーには、東京、関西発着の旅行代金も明示しております。
　またご希望により、ツアーの終盤、グループと別れて現地に居残ることも可能です。そ
の場合の航空券および延泊などの現地手配も承ります（特別手配手数料と発生する諸費
用は別途申し受けます）。
　その他、詳細につきましてはお問い合わせ下さい。

燃料サーチャージ・空港諸税は、別途申し受けます

●旅行代金のお振込み手数料は弊社が負担いたします
弊社指定の払込取扱票（ゆうちょ銀行）のご利用で振込手数料は
無料です。

●ご面倒な出入国カードは弊社で作成いたします
旅行中に必要な出入国カードは弊社で作成し、お渡しします。

●新千歳空港とご自宅間の手荷物無料宅配サービス付き！
本カタログ掲載の新千歳空港を発着する海外ツアーにご参加の
お客様には、新千歳空港と北海道内のご自宅間を、往復で手荷物
無料宅配のサービス。　※早朝便や夜遅い便にはご利用いただ
けない場合もあります。あらかじめご了承下さい。

●出発前には添乗員からお電話やメールにてご挨拶とご案内
をいたします

●全国各地（東京、中部、関西など）から発着可能なツアーも多数
ツアーによっては、新千歳空港以外からご参加の場合、旅行代金
が値引きとなる場合がございます。

ノマドツアーのポイント

ツアーご参加の皆様へ　～以下をご確認下さい～

■全コース、添乗員または現地ガイドが同行します（一部除く）。
■記載の旅行代金は新千歳空港発着です。ほとんどのツアーが羽
田、成田、中部、関西など、その他空港発着でのご参加が可能です
ので、料金についてはお問い合わせ下さい（概ね同額または差額の値
引きとなります）。

■燃油サーチャージ、空港諸税は別途申し受けます。詳しくは右記
をご参照下さい。※燃油サーチャージが旅行代金に含まれる場合はその旨
を記載しています

■基本的にお部屋は２名１室の男女別相部屋となります (山小屋は
除く)。一人部屋をご希望の場合は追加料金となります。

　※お一人様参加で相部屋をご希望でも、同室の方が見つからない場合は
所定の追加料金をお支払いいただき、一人部屋をご利用いただきます。

■各ツアー行程内に記載の歩程は、休憩などを除いた実質歩行時
間の目安です（当日の天候や道の状況によって変動します）。

●海外ツアーご参加者には、弊社の海外ツアー
にてご利用いただける3,000円割引のVIP
クーポンをもれなく進呈！

　※国内ツアーにはご利用いただけません

●高山病対策の低酸素室完備！ツアーご参加の方は初回利用無料
標高の高い海外の山に登る前に、「高山病の予防」と「低酸素状態の
体感」ができます。弊社の高所登山ツアーに参加される方は初回無
料、２回目以降は１回 1,000 円にてご利用いただけます。
※詳細は 3ページをご参照下さい

●ビジネスクラスの手配も承ります
長いフライトをより快適に。
追加料金など詳細はお問い合
わせ下さい。

●帰国後、記念にご旅行中の
　スナップ写真をお送りし
　ます

　旅行中の予期せぬ怪我や病気、盗難、手荷物の遅延や紛失等、万一の場合に備えるた
めツアーにご参加される方に海外旅行保険のご加入をお願いしております。特に高
所を訪れるツアーでは、高山病による入院や後遺障害といった「疾病」が心配されま
す。しかしながら、クレジットカードに付帯する保険商品の中には、そういった「疾
病」はもちろん、登山・ハイキングなど多少リスクのあるスポーツに対して補償内容
や緊急時のネットワークに不十分な点が見られる場合があります。ご自身でご契約の
保険でご旅行される場合は、補償内容や緊急時の対応システムなどカバー内容を十
分にご確認いただきますようお願いいたします。なお、弊社ではAIU保険会社を取り
扱っておりますのでご検討願います。弊社でAIU海外旅行保険をご契約の場合、保険
料は旅行代金に加算して後日ご請求申し上げ、最終書面と共に保険契約証とハンド
ブックをお送りいたします。
●海外危険情報について
　渡航先によっては、「外務省海外危険情報」など、国・地域の渡航に関する情報が発信さ
れています。お申し込みの際に海外危険情報に関する書面をお渡しいたします。また
「外務省海外安全ホームページでもご確認下さい。　http://www.anzen.mofa.go.jp/

ツアーレベルの目安　●海外 ･国内ツアー共通
マーク 目　　　　　　安
◆

（観光） あまり歩かず、観光、秘境探訪などが中心のツアー

★ 健康な方なら、どなたでも参加可能なウォーキング、ハ
イキングや軽登山

★★ 低山や日帰り登山で、１日の行動に４～５時間程度の
歩行力が必要です

★★★ 数日間に渡り継続できる体力、歩行力が必要な縦走、ト
レッキング

★★★★ 上記に加えて、コース中に標高3,500m超えの高所
が含まれます

★★★★★ 十分な体力と実力、技術と経験が必要な本格的登山

新千歳空港以外からの発着と現地居残りについて

海外旅行保険について

行程内のマークについて

※あくまで目安です。歩行時間が少なくても、高所で行動する場合は観光でも
　★～★★を表記することがあります。

〈移動手段〉
航空機　　＝ 車　　   列車

  ＋＋ ロープウェイ、ゴンドラ、
  　   リフトなど
   水上交通（船など）
  ･･･ 徒歩

TC ツアーコンダクター(添乗員)
催　最少催行人数
朝　昼　夕
　　旅行代金に含まれるツアー中
　　の食事回数（機内食を除く）



3

【料　　金】
　●弊社の高所ツアーにご参加の方／初回無料
　　２回目以降／１回1,000円
　●手配旅行、弊社で航空券など
　　ご購入のお客様／１回2,000円 　
　●ビジター／１回4,000円
【利用時間】
　月曜～金曜　
　❶ 11:00～ 13:00　❷ 14:00～ 18:00
　※１回のご利用には約90分を要します
　※土日祝日の利用についてはご相談下さい

　低地居住者が標高2,500m
以上の高所に急激に移動した場合に見られる症状の総
称。原因は低圧・低酸素環境へ急激にさらされることに
より、人体の各器官がその環境に適応するために起こ
ります。この人体に生じるさまざまな各種症状群を総
称して高山病と呼んでいます。症状の出方は個人差が
大きく、性別、年齢、登山経験の有無などは全く関係な
いため、一概にどの程度の高度で発症するとか、どんな
人がなりにくいとかは断定できません。しかし突然発
病して倒れるという病気ではなく、必ず重症になる前
に肉体的に何らかの兆候が現れてきます。無理をする
と簡単に死につながる危険性がある一方で、適切な対
処方を知り、早期の対策を施すことで高山病は必要以
上に恐れることのない病気となります。

●衛星携帯電話　衛星を使っているので、砂漠、南極、エベレストなど、地球
上の屋外ならどこでも連絡が可能です

●パルスオキシメーター　血中酸素飽和濃度計測器。高所における血中酸
素飽和濃度の変化を計り記録することで、より的確に対処する判断材料
となります

●ＰＡＣもしくはガモフ  （携帯式加圧テント）一時的に高度を下げた状態
にする携帯加圧式バック。重度の高度障害に陥った場合、救助を待つ間な
どに使用します パルスオキシメーター

弊社ガイドが現地へ携行する高所対策装備（一部）

低酸素室＆バイシクル

高所登山前の
トレーニングに
お役立て下さい

▲アンナプルナ・ベースキャンプ（4130m）より仰ぐアンナプルナ
山群（アンナプルナ内院トレッキング／p17）

高　山　病高　山　病

オーダーメイドプランもお任せ下さい!  ～フリープランのご提案～
あなただけのオリジナル企画で充実の旅へ出かけませんか。ご友人、ご家族、山仲間で行くオーダーメイドツアー
はいかかでしょうか。ご予算や日程、プランをお好みに合わせて弊社がコーディネートいたします。現地日本語ガ
イドの手配、添乗員同行などの様々なアレンジも可能です。オーダーメイドツアーはおひとり様からでもプラニン
グを承ります。　※手配条件などは手配旅行約款に基づきます

●本誌21～23ページには、フリープランで行く世界の歩き旅（ロングトレイル、キナバル山、玉山・雪山、漢拏山）をご案内
しています。１～４名様から（ツアーによって異なります）お好きな日程でいつでも出発保証です。こちらを基本にしての延泊
プランや観光地の追加などのアレンジのほか、他エリアの山旅も手配いたします。交通事情など何かと不便な登山やハイキン
グの旅を細かくサポートいたしますので、まずはお気軽にお問い合わせ下さい。

1　まずは弊社までご希望をお知らせ下さい。大まかな計画でも
結構です。

2　弊社担当が、目的、日程、ご予算、人数などに合わせてプランを作
るご相談をいたします。

3　おおよその内容が決まりましたら、旅行代金見積書、旅行日程
表などをご提示いたします。

4　ご納得いただければ正式のお申し込みです。ご参加者リストを
いただき、諸々の旅行お申し込み手続きを行います。

5　必要な渡航手続き後（海外のみ）、最終のご案内を差しあげます。

6　グループにて、あるいは添乗員同行にてご出発。
▲気の合う仲間と歩く海外登山。現地ガイドの手配もお任
せ下さい（イメージ）

ノマドの高山病対策　～低酸素室と装備について～
公認山岳ガイドが常駐する弊社では、世界の山々、辺境地域への登山やトレッキングのツアーを多数企画しており
ます。そのようなエリアの特に標高3,500mを超える高所では、高度障害のリスクがあります。弊社が「高山病対
策が必要」と定めたツアーにおいては、参加される皆様に高い安全性をご提供できるよう各種対策用具の携行、お
よび低酸素室の完備、事前のツアー参加者へのご利用サービスなど、他社には無い充実した設備と装備を用意して
対応しております。 ※装備類は台数に限りがあるため、全ツアーの適用ではありません。

弊社５階にある低酸素体感施設です。高所での低
酸素状態を模擬体験するこ
とができます。標高 3,000 ｍ
以上の高所への登山や、ご旅
行の前にご利用下さい。複数
回利用することで、より大き
な効果が得られるはずです。
ご利用の際は事前にご予約
をお願いいたします。

弊社の高所（標高 3,000m以上）に登る・観光するツアーに
ご参加の方は低酸素を初回利用無料サービス
●予約･お問い合わせ  ☎ 011-261-9174

低酸素バイシクル

オーダーメイドツアーのお申し込みからご出発まで  ☎ 011-251-1900
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催行決定、間もなく催行決定となる５月出発のツアーをご案内します。暖かくなり躍動感にあふれる５月は、山々の残雪と緑の共演が美
しい旅のベストシーズンです。思い出に残る歩き旅へぜひお出かけ下さい !
※旅行代金は新千歳発着のものです。他の空港発着、現地集合・解散でのご参加も可能です。料金についてはお問い合わせ下さい。

間もなく出発・５月の催行決定＆催行間近のツアーをラインナップ！お早目のお申し込みをお待ちしています

5月出発 催行決定＆催行間近ツアー催行決定＆催行間近ツアー

❶新千歳（朝） 羽田 出雲（昼）　着後、出雲大社へ。参拝と散策
後、宍道湖畔に湧く松江しんじ湖温泉へ。【松江しんじ湖温泉泊】

❷鉄道またはバスにて世界遺産石見銀山へ。現地ガイドの案内で銀山
地区または石銀地区を歩きます。その後、三瓶温泉へ。●歩程約３時間
【三瓶温泉泊】　❸三瓶山登山（男三瓶山・1126m･･･女三瓶山･･･孫三
瓶山･･･子三瓶山を縦走）。多彩なコースの中から当日の状況でコースを
決定。●歩程約４時間30分　【三瓶温泉泊】　❹松江に移動。国宝松江城
など市内散策（入場料各自）。出雲（夕方） 羽田 新千歳（夜）　

〈利用予定航空会社〉日本航空　
〈利用予定ホテル〉松江しんじ湖温泉／
松江ニューアーバンホテル別館　三瓶
温泉／さんべ荘
〈食事〉朝３・昼０・夕３
〈最少催行人数〉６名
〈１人部屋追加料金〉10,000円
〈宿泊・装備〉ホテル・旅館泊、日帰り登山
〈添乗員または登山ガイド〉新千歳から
全行程同行

行　程

◀男三瓶山を主峰に火口を囲んで６つの峰々
が連なる三瓶山

5月18日（水）～5月21日（土）  　旅行代金 158,000円  新千歳発着

出雲神話ゆかりの日本200名山登山と世界遺産の銀の道

三瓶山登山と石見銀山ウォーク 4日間 島　根

６名から催行

5月19日（木）～5月22日（日）  　旅行代金 148,000円  新千歳発着

新緑が美しい上高地から残雪が輝く槍・穂高連峰の稜線へ

残雪の槍ヶ岳登頂 4日間 北アルプス

３名から催行

スコットランドの究極のフットパス154㎞を歩く

ウェストハイランドウェイ 13日間 イギリス（スコットランド)

4名から催行

催行決定

1　国引き神話の舞台、日本200名山の一座・三瓶山を日帰りで縦走
2　石見銀山は地元専門ガイドの案内でじっくりウォーク
3　島根を代表する温泉に３泊。歩き疲れもリフレッシュ！
4　出雲大社、松江市内など見どころの観光も

ポ
イ
ン
ト

❶新千歳 羽田　鉄道とバスを乗り継いで松本経由で上
高地へ。徳澤ロッヂまで歩きます。●歩程約２時間　【徳澤

ロッヂ泊】　❷朝食後出発。横尾を経て槍沢コースで槍ヶ岳山荘へ。
●歩程約８時間　【槍ヶ岳山荘泊】　❸槍ヶ岳（3180m／日本百名山）
に登頂。往路を下山して横尾へ。●歩程約６時間　【横尾山荘泊】　❹
朝食後、往路を戻り、上高地へ。●歩程約３時間　バスと鉄道を乗り
継いで松本、さらに羽田へ。羽田 新千歳　

〈利用予定航空会社〉全日空、日本航空、
エアドゥなど〈食事〉朝３・昼０・夕３
〈最少催行人数〉３名（最大６名）
〈１人部屋追加料金〉設定なし
〈宿泊・装備〉山小屋泊、残雪登山装備
（要ピッケル・アイゼン・ハーネス・ヘル
メット）
〈登山ガイド〉新千歳から全行程同行

行　程

◀ひときわ神々しい残雪期の
槍ヶ岳。北アルプスのシンボルと
して登山者を魅了する一座です

1　ピッケル、アイゼンを駆使して、残雪模様の美しい北アルプ
スの稜線から憧れの槍の穂先に登頂！

2　安全確保のため、１ガイドに付き３名様までの安心対応プ
ラン。危険な場所はしっかりサポート！

3　この春リニューアルする徳澤ロッヂに宿泊。すべて２食付
きです！

ポ
イ
ン
ト

催行決定

催行間近

5月11日（水）～5月23日（月）  　旅行代金 439,000円  新千歳発着
❶新千歳 乗継都市 【機中または乗継都市泊】　❷ グラスゴー　【グラスゴー泊】　❸鉄道にてムルガイへ。ここからＷＨＷ154kmをスタートし、ドライメン
へ。●歩程約６時間　【ドライメン泊】　❹コニックヒルを越え、バルマハからロワーデナンへ。●歩程約８時間　【ロワーデナン泊】　❺ローモンド湖岸のトレイル

をインヴァースナイドへ。さらにインヴェラーナンへ。●歩程約９時間　【インヴェラーナン泊】　❻ファローク川沿いのトレイルをクリアンラリッヒへ。●歩程約４時間　
【クリアンラリッヒ泊】　❼眺めの良い道をティンドラムへ。さらに小さな峠を越えてブリッジオブオーチーへ。●歩程約７時間　【ブリッジオブオーチー泊】　　❽インヴェ
ローランへ。さらにラノーク湿地を横目にキングスハウスへ。●歩程約７時間　【キングスハウス泊】　　❾デビルズステアケースと呼ばれるジクザグ登りの後、キンロック
リーヴンへ。●歩程約５時間　【キンロックリーヴン泊】 　10スコットランド最高峰ベンネヴィス山 (1344m)を眺めながらフォートウィリアムへ。ＷＨＷのゴール。●歩程
約９時間 【フォートウィリアム泊】　　11バスにてグラスゴーへ。着後、フリータイム。　【グラスゴー泊】　12グラスゴー 乗継都市　【機中または乗継都市泊】　13 新千歳

〈利用予定航空会社〉エミレーツ航空、カタール航空、エールフラ
ンス航空、KLMオランダ航空など
〈利用予定ホテル〉グラスゴー／ホリデイイン・エキスプレスリ
バーサイド　トレイル中／B＆Bまたはゲストハウス
〈食　事〉朝10・昼０・夕０　〈最少催行人数〉４名（最大６名）
〈１人部屋追加料金〉54,000円　〈添乗員〉新千歳から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存期間／入国時６ヶ月以上　　       
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途
　（目安 :40,000円　※2016年２月現在）

行　程

▶丘陵から湿地帯を越えて（インヴェラーナン付近）

1　フットパスの本場イギリス(スコットラ
ンド)のロングトレイル総延長96マイ
ル＝154㎞を歩く

2　ワイルドフラワーが咲く丘陵地や牧草地
帯、湿地や湖沼群など変化に富んだ風景
が連続！

3　1日平均20㎞の行程は適度なアップダ
ウンがあり、充実感の大きいコース

ポ
イ
ン
ト
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★★ 登山 

★★★ 残雪登山 

★★★ ロングトレイル 
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ヨーロッパ、 北米、 アフリカ、 オセアニア、 そして近くて訪れやすいアジア。世界各国の山々や
秘境を訪ねる旅へとご案内します。 高峰登頂から山岳展望トレッキング、 夏ならではの花鑑
賞や秋の紅葉ハイキングなど、 歩くレベルやご興味に合わせてお選びいただける多彩な企画を
ラインナップしました。 未知の自然や歴史・文化と出会う感動の旅へとぜひお出かけ下さい！

I N D E X

▲ネス湖を見下ろしながら。イギリスの原風景を歩くロングト
レイルの旅（グレートグレンウェイ・ハイルート／p8)

▲テンピークスを仰ぎながらラーチ（カラマツ）の谷を行く
（カナディアンロッキー・ハイキング／p12）

▲韓国の金剛山と呼ばれる大 山（テドゥンサン）の名所、金
剛雲橋（雲の橋が架かる山々と紅葉の韓国／p15)

◆24ページからは〈日本の山旅・歩き旅〉をご案内しています
▲多数の滝が流れ落ちるU字谷から分水嶺の峠へ。世界一美し
い散歩道を行く（ミルフォードトラックとマウントクック／p13）

ヨーロッパ
アルプス三大名峰ハイキング 11日間（スイス・フランス）
オートルート・トレッキング 12日間（スイス・フランス）
グレートグレンウェイ・ハイルート 12日間（イギリス）
ザ・ウイックロウ・ウェイを歩く 10日間（アイルランド）
ツール・デュ・モンブラン 12日間（スイス・フランス・イタリア）
ペンブルックシャートレイルを歩く 10日間（イギリス）
クロアチア・ハイキング紀行 8日間（クロアチア）
ロマンチック街道ウォーク 9日間（ドイツ）

北　米
グランドサークルサークル・ハイキング 10日間（アメリカ）
カナディアンロッキー・ハイキング 9日間（カナダ） 
ピコ・デ・オリサバ登頂 9日間（メキシコ） 

アフリカ・オセアニア
キリマンジャロ登頂とサファリ 11日間（タンザニア）
ミルフォードトラックとマウントクック 11日間（ニュージーランド）

アジア
雲南省・“神々の山”展望とフラワーウォーキング 9日間（中国）
幸福の国ブータン・フラワーハイキング 7日間（ブータン）
“雲の橋”が架かる山々と紅葉の韓国 6日間（韓国）
東海岸縦断と離島を訪ねて 8日間（台湾）
玉山・雪山ダブル登頂 ８日間（台湾）
南湖大山登頂と九份・野柳 ８日間（台湾）
アンナプルナ内院トレッキング 13日間（ネパール） 
プラナーンのフリークライミング 6日間（タイ） 
カラパタール～ゴーキョピーク 23日間（ネパール）

秘境観光（あまり歩かない観光中心の旅）
アイスランド大周遊とオーロラ観測 10日間（アイスランド）
東チベットからネパールへ
　　ヒマラヤ山脈展望の旅 15日間（チベット・ネパール） 
広東省＆福建省 華南の世界遺産めぐり 8日間（中国）
ミャンマーハイライト 7日間（ミャンマー） 

フリープランで行く世界の歩き旅（添乗員なし･お好きな日程でご出発） 
ロングトレイルを歩こう（イギリス・アイルランド） 
アンナプルナしゃくなげ街道トレッキング 8日間（ネパール）
東南アジア最高峰・キナバル山登頂 ５日間（マレーシア） 
台湾最高峰・玉山登頂 ５日間（台湾）／玉山・雪山ダブル登頂 8日間（台湾）
漢拏山登頂と済州島 ５日間（韓国） 

インフォメーション 
●ノマドツアーのポイント／ご参加の皆様への確認事項ほか
●オーダーメイドプランのご案内／
　　ノマドの高山病対策・低酸素室と装備のご案内
●2016年5月出発／出発直前・締切間近ツアーのご案内〈直前版〉
●お申し込みからご出発まで／旅行条件（抜粋）　
●旅行申込書　
●2017年1月～3月設定ツアーのご案内〈予告版〉

世界の山旅・秘境の旅世界の山旅・秘境の旅
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外せない定番コース！初めてのスイスハイキングにおすすめ

1　アイガー、マッターホルン、モンブランの山麓をベースに連泊でハ
イキング

2　登山鉄道やケーブルを使って効率の良い周遊コースを実現！
3　鉄道を利用するので天気に合わせたフレキシブルな行程が可能！

ポ
イ
ン
ト

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

スイス・フランス

6名から催行

アルプス三大名峰ハイキング 11日間
★★

ハイキング

〈利用予定航空会社〉 エミレーツ航空、カタール航空、KLMオランダ航空、
大韓航空、エールフランスなど
〈利用予定ホテル〉 グリンデルワルト／サンスター　ツェルマット／イ
エーガーホフ　シャモニ／アルピナ　または同等クラス
〈食　事〉 朝８回・昼０回・夕３回　〈最少催行人員〉 ６名（最大10名）
〈１人部屋追加代金〉 89,000円　〈添乗員〉 新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／出国時３ヶ月以上　　　　　  　    
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます
　（目安：35,000円 ※2016年2月現在）

7月23日（土）～8月2日（火）  　旅行代金 499,000円  489,000円
新千歳発着 東京発着
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地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳
乗 継 都 市
チューリッヒ

新千歳 乗継都市 チューリッヒ

【チューリッヒまたは機中泊】 

－
機
機

2
チューリッヒ
インターラーケン
グリンデルワルト

ベルナーオーバーラントの中心地インターラーケンへ。
鉄道を乗り換え、アイガー北壁を仰ぎ見るグリンデルワル
トへ（時間があれば足慣らしのショートハイキングへ出か
けます）。　　　　　　　　　　   　【グリンデルワルト泊】

－
－
－

3

グリンデルワルト
ユングフラウ

ヨッホ
アイガートレール
グリンデルワルト

登山鉄道にて標高 3454mの展望台ユングフラウヨッホへ。
ヨーロッパ最長のアレッチ氷河や、ユングフラウ、メンヒな
ど雪と氷の山々を間近に望みます。
午後、アイガー北壁直下のアイガー・トレールを歩きます。
●歩程約３時間　　　　　　　　　【グリンデルワルト泊】

朝
－
夕

4

グリンデルワルト
シルトホルン
ノースフェーストレール
グリンデルワルト

午前、ミューレンへ。シルトホルンのピッツグロリアを観光。
午後、ベルナー三山（アイガー、メンヒ、ユングフラウ）を見渡
すノースフェース・トレールへ。
●歩程４～５時間　　　　　　　　【グリンデルワルト泊】

朝
－
－

5

グリンデルワルト
フィルスト
バッハアルプゼー
ツェルマット

ケーブルでフィルスト（2167m）へ。ヴェッターホルンやシュ
レックホルンなどの山々を眺めながら、憩いの湖バッハア
ルプゼーまで歩きます。グリンデルワルトから電車を乗り
継ぎ、ツェルマット（1600m）へ。
●歩程２～３時間　　　　　　　　　　【ツェルマット泊】

朝
－
－

6

ツェルマット

ゴルナーグラート

リッフェルゼー

ツェルマット

登山鉄道にてゴルナーグラート（3090m）へ。マッターホル
ン、モンテローザや、長大なゴルナー氷河の展望を楽しみま
す。その後“逆さマッターホルン”を映す湖リッフェルゼー
からリッフェルベルグ（2582m）へ。昼食後、さらに続くト
レールをツェルマットまで下ります。
●歩程５～６時間　　　　　　　　　　【ツェルマット泊】

朝
－
夕

7

ツェルマット
グレーシャー
パラダイス

シュワルツゼー
パラダイス

ツェルマット

クラインマッターホルン（3883m）へ。目前にブライトホル
ン、眼下にツェルマットを見る好展望台です。その後、ケー
ブルにて“黒い湖”シュワルツゼー（2552m）へ。
昼食後、マッターホルン北壁直下を歩き、スタッフェルアル
プへ。牧歌的な村ツムットを経て、ツェルマットへ。
●歩程４～５時間　　　　　　　　　　【ツェルマット泊】

朝
－
－

8

ツェルマット
スネガ
パラダイス

シ ャ モ ニ

地下ケーブルでスネガへ。ネズミ返しで知られるフィンデ
ルン村を経由し、ツェルマットへ。
午後、国境を越えフランスのシャモニへ。
●歩程２～３時間　　　　　　　　　　　　【シャモニ泊】

朝
－
－

9

シ ャ モ ニ
エギーユ・
デュ・ミディ
モンタンヴェール
シ ャ モ ニ

ロープウェイでエギーユ・デュ・ミディ（3842m）へ。アルプス
最高峰モンブラン、ミディ針峰群の展望を楽しみます。
午後、中間駅プランドレギーユ（2310m）からモンタンヴェー
ル（1913m）へ。“氷の海”メールドグラス氷河の奥にグランド
ジョラス北壁を見ます。その後、登山鉄道にてシャモニへ。
●歩程約３～４時間　　　　　　　　　　　【シャモニ泊】

朝
－
夕

10
シ ャ モ ニ
ジュネーブ
チューリッヒ

午前～午後、専用車にてジュネーブへ。
鉄道にてチューリッヒ空港へ。
チューリッヒ  　　　　　　　　　　　　　　【機中泊】

朝
－
機

11
乗 継 都 市
新 千 歳

 乗継都市  新千歳
機
－
－

ベルナーオーバーラント
中央スイスのインターラー
ケンが入口。“ベルン州の高
地”という意味で、アイガー、
メンヒ、ユングフラウはベル
ナーオーバーラント三山と
呼ばれています。アイガーの
岩壁をくり抜いた、鉄道駅と
してはヨーロッパ最高所の
ユングフラウヨッホなど、多
くの観光名所があります。

ヴァリス・アルプス　　イタリアと国境を接するマッターホルンのお膝
元、ヴァリス中心の村ツェルマット。ゴルナーグラード展望台では、眼下に長大
なゴルナー氷河、マッターホルンをはじめ、モンテローザ、リスカム、ワイスホ
ルン、ドムなど名峰の大パノラマが広がります。

シャモニ・モンブラン
最後はフランスに入り
ます。ヨーロッパアル
プス最高峰モンブラン
を望むシャモニがベー
ス。ミディ針峰、ドリュ
針峰、シャモニ針峰、そ
してメール・ド・グラー
ス氷河の奥にグランド
ジョラス北壁などを一
望する絶景のハイキン
グルートを歩きます。

ハイキングコースは花のベストシーズン!

▲ワタスゲの群落とヴァリス・アルプスの名峰マッターホルン

▲アイガー北壁直下を歩くアイガートレール

▲鋭く天を突くドリュ針
峰とメール・ド・グラー
ス氷河

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

◀ロープウェイで一気
に3842mまで登ったエ
ギーユ・デュ・ミディ展
望台からはモンブランが
目前に
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オートルート トレッキング 12日間
★★★

トレッキング

〈利用予定航空会社〉 エールフランス航空、ルフトハンザ航空、日本航
空、KLMオランダ航空、スイス航空など　〈利用予定ホテル〉 シャモニ
／リッチモンド　アローラ／グレイシャー　グリューベン／シュヴァ
ルツホルン　ツェルマット／アルプヒューベル  または同等クラス
  ※トレッキング中は山小屋泊となります
〈食事〉 朝９回・昼0回・夕６回　〈最少催行人数〉 ６名
〈１人部屋追加料金〉30,000円　※トレッキング中の山小屋泊は除く
〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■ビザ／不要　■パスポート残存有効期間／出国時３ヶ月以上　　　　　  
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます
　（目安：35,000円 ※2016年2月現在）

7月29日（金）～8月9日（火）  　旅行代金 565,000円  555,000円
新千歳発着 東京発着

※トレッキングのコースは現地の状況により、一部変更となる場合があります。
※軽アイゼン（６～８本爪）をご用意下さい。レンタルについてはお問い合わせ下さい。

シャモニからツェルマットへ、アルプスの高き道を歩く

1　スイスアルプスの名峰群を間近に望む、花あり、氷河あり、湖あり
の奥深いルートを６泊７日で踏破！

2　トレッキング中は現地の登山ガイドが同行し、氷河トラバースな
どをサポート！

3　トレッキング中は山岳展望絶佳の地に建つ山小屋に宿泊。どの
山小屋も客室は清潔で食事も充実！

4　アローラとツェルマットに不要な荷物は別送、身軽で歩けます！

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

▲アローラから見上
げる名峰モンコロン
(3637m)

地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳
乗 継 都 市

新千歳  成田または羽田  乗継都市 
－
－
機

2
チューリッヒ
またはジュネーブ

シ ャ モ ニ

 ジュネーブ
鉄道、または専用車にてシャモニへ。着後、フリータイム。
トレッキングの準備や街の散策などでお過ごし下さい。

　　【シャモニ／ホテル泊】

機
－
－

3

シ ャ モ ニ

ト リ ア ン

モンフォール小屋

シャモニから車でル・ツールへ。リフト利用でモンブラン
山群の展望台バルムのコル（2191m）へ登山。トリアンま
で下り、車でル・シャーブルへ。ゴンドラを利用してモン
フォール小屋まで約１時間のハイキング。
●歩程約2時間　　　　  【モンフォール小屋／山小屋泊】

朝
－
夕

4
モンフォール小屋
ローザブランシェ
プラフルーリ小屋

壮大な山並みを眺めながらショーのコル（2940m）を越え、
条件が良ければローザブランシュ（3336m）に登頂。
プラフルーリ小屋へ。
●歩程約７時間　　　　  【プラフルーリ小屋／山小屋泊】

朝
－
夕

5

プラフルーリ

デ ィ ス 湖

ディス小屋

ローのコル（2804m）を越え、眼下に一望するディス湖へ下
ります。
湖畔を歩いて花と氷河に囲まれたディス小屋へ。目前には
名峰モンブラン・ド・シェイロン（3870m）が迫り圧巻です。
●歩程約７時間　　　  　　　　【ディス小屋／山小屋泊】

朝
－
夕

6

ディス小屋

シェーヴル峠

ア ロ ー ラ

当コースのハイライト。シェイロン氷河を渡り、２段の鉄
ハシゴを慎重に登ってシェーヴル峠（2855m）へ。
好天ならマッターホルン（4478m)、ダン・ブランシュ
（4357m）など名峰群を一望。アローラへ下り、ホテルにて
シャワーと着替えをしてリフレッシュ。
●歩程約５時間　　　　　　　　  【アローラ／ホテル泊】

朝
－
夕

7
ア ロ ー ラ
モワリー湖
プチモンテ小屋

車でル・コテールへ。トランのコル（2919m）まで登り、美し
い湖水のモワリー湖へ。花咲く湖畔を通り、ソルボワ展望台
（2440m）で山岳絶景を満喫してプチモンテ小屋へ下ります。
●歩程約８時間　　　　　  【プチモンテ小屋／山小屋泊】

朝
－
夕

8
プチモンテ小屋

グリューベン

尾根に登り、マッターホルンやツィナールロートホルン
（4221m）などを望む快適なパノラマ道をたどって、由緒あ
る山岳ホテルのホテル・ワイスホルンへ。
メイドパス（2790m）を越えてトゥルトマン谷へ入り、グ
リューベンへ。
●歩程約８時間　　　　  【グリューベン／ドミトリー泊】

朝
－
夕

9

グリューベン

セント・ニクラウス

ツェルマット

アウグスボートパス（2893m) を越えてミシャベル山群を
見渡すユングへ。セント・ニクラウスまで下山し、ここでト
レッキング終了。登山電車でツェルマットへ。
●歩程約７時間　　　　　  　【ツェルマット／ホテル泊】

朝
－
－

10 ツェルマット
終日、ツェルマットでフリータイム。
ハイキングやショッピングをお楽しみ下さい。

【ツェルマット／ホテル泊】

朝
－
－

11 ツェルマットチューリッヒ
鉄道または専用車にてチューリッヒ空港へ。
チューリッヒ  乗継都市 　　　　　　　     【機中泊】

朝
－
機

12 乗 継 都 市成田／新千歳  成田  新千歳
機
機
－

スイス・フランス

▲軽アイゼンを付けてシェイロン氷河を通過(6日目)

トリエン

イタリア

バルムのコル

シャモニ

ル・ツール

ル・シャーブル

モンフォール
小屋 プラフルーリ

小屋

ディス
小屋

ローザブランシュ

モンブラン・ド・
シェイロン

アローラ

ピンダローラ

モンブランモンブラン

マッターホルンマッターホルン

ダン・ブランシュ
ル・コテール

モワリー湖 プチモンテ
小屋

ホテル・ワイスホルン
グリューベン

セント
ニクラウス

ツエルマット

フランス

スイス

ディス湖ディス湖

オートルートコース概要

オート・ルート（Haute Route）
フランス語で“高い道”という意味で、シャ
モニ～ツェルマット間の約180㎞をアルプ
スの山懐を縫うようにつけられた高所ルー
トのこと。冬の山岳スキールートとして知
られていますが、花や氷河歩き、山上湖に映
る山並みなど夏の景観はまた別格です。当
ツアーでは多彩なルートの中から、技術的
に特に難しい箇所も無く、素晴らしいアル
プスの山岳展望と多彩な高山植物が見ら
れる人気のコースへご案内します。

▲目前に名峰を仰ぐ山小屋のテラスで
ランチタイム（５日目のディス小屋）

▲花と山岳絶景広がるトレイルを尾根、峠、谷を越えて
歩きます（写真の花はアルペンローゼ） ▲ヒナゲシの一種

▲リナリア・アルピナ

▶山小屋ではスイスの伝統
料理「レシュティ」も味わ
えます（イメージ）

▲美しい湖水をたたえるモワリ―湖（７日目）

トレイル中は多彩な
高山植物と出会えます

ポ
イ
ン
ト

6名から催行

ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
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地　名 行　　　　　　　程 食事

1 新 千 歳
乗 継 都 市 新千歳 乗継都市 　　　　 　  【機中伯または乗継都市泊】 

－
－
機

2
乗 継 都 市
エジンバラまたは

グラスゴー
フォートウィリアム

エジンバラまたはグラスゴー
路線バスにて、ハイランド地方の風景を楽しみながらフォート
ウィリアムへ（所要3～５時間）。　　

    【フォートウィリアム泊】

機
機
－

3
フォートウィリアム
ケ イ ル
ゲイロッキー

GGW127kmのスタート！
カレドニアン運河の入口・ケイルから運河に沿った堤防上の歩き
やすい道を行きます。平坦なトレイルをゲイロッキーへ。
●歩程19㎞・約７時間　　　　　　　　　 　【ゲイロッキー泊】

朝
－
－

4
ゲイロッキー
ク ル ネ ス
ラ ッ ガ ン

ロッキー湖岸のトレイルをラッガンロックスへ。カレドニアン運
河の水門が近づくと、美しい風景が開けます。　
●歩程20㎞・約７時間　　　 　　　　　　　　　【ラッガン泊】

朝
－
－

5
ラ ッ ガ ン
インヴァーガリー
フォートオーガスタス

オイッキ湖西岸から丘陵地帯へ登り“ハイルート”へ。イン
ヴァーガリー経由で再びカレドニアン運河に出会い、以後、運河
沿いをフォートオーガスタスへ。　
●歩程21㎞・約７時間　　　　　　 【フォートオーガスタス泊】

朝
－
－

6
フォートオーガスタス
インヴァーモリストン

樹間を登り、再びハイルートへ。右手にネス湖を見下ろしながら、
展望の良い道をインヴァーモリストンへ。 
●歩程13㎞・約５時間　　　　 　　【インヴァーモリストン泊】

朝
－
－

7
インヴァーモリストン
ドラムナドロケット

引き続きハイルートを行きます。ヒースの台地から農村地帯へ。
ネス湖観光拠点のドラムナドロケットへ。　
●歩程22㎞・約７時間　　　 　　　　【ドラムナドロケット泊】

朝
－
－

8
ドラムナドロケット
ロッホライド

ロッホライド湖へ。宿泊施設が無いためドラムナドロケットの宿
へ車で移動します（逆ルートを歩く場合もあります）。
●歩程14㎞・約５時間　　　　　 　　【ドラムナドロケット泊】

朝
－
－

9
ロッホライド

インヴァネス

ロッホライドへ車で移動し、展望の良い丘陵地帯から森の中をイ
ンヴァネスへ。ネス湖が北海に注ぐネス川畔を歩いてインヴァネ
ス城へ。ここでGGW127㎞のゴール！　
●歩程18㎞・約７時間　　 　　　　　　　　【インヴァネス泊】

朝
－
－

10
インヴァネス
エジンバラまたは

グラスゴー

路線バスにて、エジンバラまたはグラスゴーへ。
（所要４時間30分～６時間）。　

【エジンバラまたはグラスゴー泊】

朝
－
－

11
エジンバラまたは

グラスゴー
乗 継 都 市

エジンバラまたはグラスゴー 乗継都市 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　【機中泊】

朝
－
機

12 乗 継 都 市
新 千 歳 新千歳

機
－
－

1　ハイランド地方を南北に貫くカレドニア運河と、ネッシーで知られるネス
湖など三湖に沿ったトレイルを歩く

2　運河沿い、湖岸のトレイル、緑豊かな丘陵など変化に富んだ自然景観
3　ゆるやかな起伏を行く１日の歩行距離13～24km。荷物別送なので身軽
に歩け、かつ充実感の大きなコース

〈利用予定航空会社〉エミレーツ航空、カタール航空、KLMオランダ航空、大韓航
空、エールフランスなど　〈利用予定ホテル〉グラスゴー／ホリデイイン・エキス
プレスリバーサイド　エジンバラ／ホリデイイン・エキスプレスシティ　トレ
イル中／Ｂ＆Ｂまたはゲストハウス  または同等クラス
〈食 事〉朝９回・昼0回・夕0回　〈最少催行人員〉４名（最大６名）
〈１人部屋追加料金〉59,000円　〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／帰国日まで有効なもの　　     　　　　　 
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途を申し受けます（目安：38,000円 ※2016年2月現在）

ポ
イ
ン
ト

フットパス本場のネス湖を望むロングトレイルを歩く！

グレートグレンウェイ（ＧＧＷ）ハイルート 12日間 イギリス（スコットランド）
★★

ロングトレイル
４名から催行（最大６名）

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

▲カレドニアン運河沿いの歩きやすいトレイル

▲可愛いロビン（ヨーロッパ
コマドリ）がお出迎え

▲ネス湖の観光クルーズ船

8月22日（月）～9月2日（金）  　旅行代金 445,000円  435,000円
新千歳発着 東京発着

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

アイルランド最古の公式ロングトレイル

ザ・ウィックロウ・ウェイを歩く! 10日間 アイルランド
★★★

ロングトレイル

9月1日（木）～9月10日（土）  　旅行代金 449,000円　439,000円
新千歳発着 東京発着

地　名 行　　　　　　　程 食事

1 新 千 歳
乗 継 都 市

新千歳 乗継都市 　　　　　　【機中泊または乗継都市泊】
－
－
機

2 乗 継 都 市
ダ ブ リ ン

ダブリン
アイルランドの首都ダブリンに到着。着後、ホテルへ。

【ダブリン泊】

機
－
－

3
ダ ブ リ ン
マーレイパーク
クローンウッド

マーレイパークからザ・ウィックロウ・ウェイのスタート。ヒー
スの丘からグレンキュレンの谷へ下り、プリンスウイリアム
シートの丘へ。さらにクローンウッドへ。
●歩程20㎞・約６時間　　　　　　　　　【クローンウッド泊】

朝
－
－

4
クローンウッド
オールドブリッジ
グレンダロッホ

パワーズコート滝を見下ろす尾根を登り、ジョウズ山の肩から
ロッホティ（ギネス湖）へ。さらオールドブリッジからグレンダ
ロッホ（ララー）へ。　
●歩程26㎞・約８時間　　　　　　　　　【グレンダロッホ泊】

朝
－
－

5
グレンダロッホ

ドラムゴフ

グレンダロッホの初期キリスト教遺跡を見学。その後、ポインツ
ネス滝を見てムラコーノ丘へ登り、グレンマルーアの谷へと下
ります。　
●歩程16㎞・約５時間　　　　　　　　　　 　【ドラムゴフ泊】

朝
－
－

6
ドラムゴフ
アイアンブリッジ
ドラムゴフ

エメラルドヒルからカリッカシェーン（508m）のほぼ頂上まで
登ります。泥炭色の水が岩を噛む急流のオウ川に架かるアイア
ンブリッジへ。その後ドラムゴフへ送迎。　※この日の行程は逆
コースになる場合もあります。
●歩程14㎞・約５時間　　　　　　　　　 　　【ドラムゴフ泊】

朝
－
－

7
ドラムゴフ
アイアンブリッジ
ティナヘリー

アイアンブリッジへ送迎。急傾斜の道から、低い丘陵地を蛇行す
る緩やかな勾配の道へと変化し、草地に覆われたセクションか
らブナの森を通り、ティナヘリーへ。ここでゴールです。　
●歩程21㎞・約７時間　　　　　　　　 　　【ティナヘリー泊】

朝
－
－

8 ティナヘリー
ダ ブ リ ン

車にてダブリンへ (所要約１時間30分 )。着後、フリータイム。
市内散策やショッピングなどでお過ごし下さい。

　　　【ダブリン泊】

朝
－
－

9 ダ ブ リ ン
乗 継 都 市

思い出のアイルランドを後に、帰国の途に。
ダブリン 乗継都市 　　　　　　　　　　　　　【機中泊】

朝
機
機

10 乗 継 都 市
新 千 歳 新千歳

機
－
－

1　ウォーキング先進国最古の公式ロングトレイル、
総延長 97㎞を歩く！

2　緑豊かな高原やなだらかな丘陵、美しいギネス湖
や歴史的遺産など変化に富んだ風景が楽しめます

3　１日の歩行距離 13～ 26km。難しくはないが簡単
でもない充実感の大きいコース

〈利用予定航空会社〉エミレーツ航空、カタール航空、エールフランス航空など
〈利用予定ホテル〉ダブリン／ロンバードタウンハウス  または同等クラス
トレイル中／Ｂ＆Ｂ　〈食 事〉朝7回・昼0回・夕0回
〈最少催行人員〉４名（最大６名）　〈１人部屋追加料金〉60,000円
〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／出国時６ヶ月以上　　　　     　　　　　 
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途を申し受けます（目安：35,000円 ※2016年2月現在）

ポ
イ
ン
ト

イ
ギ
リ
ス

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

▲なだらかな丘陵地や湖沼群、高原地帯など素朴な
田舎風景の中を歩きます

▶ウィックロウの名の付いたビール

▲グレンダロッホのラウンドタワー

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

４名から催行

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。
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〈利用予定航空会社〉エミレーツ航空、カタール航空、エールフランス、大韓航空
など  〈利用予定ホテル〉シャモニ／リシュモン  クールマイユール／プドンドー
ル  ラ・フーリ／エーデルワイスまたは同等クラス ※トレッキング中は山小屋泊  
〈食事〉朝９回・昼０回・夕７回  〈最少催行人数〉４名（最大８名）
〈１人部屋追加料金〉47,000円（山小屋を除く）〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／出国時３ヶ月以上　　　　　　　    　　 
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：37,000円 ※2016年2月現在）

※現地ガイド、ポーターは同行しません。トレッキング中の荷物はすべてご自身で運搬していただきます。

Ｔ.Ｍ.Ｂ.の魅力　自分の足で歩い
た人だけが得られるダイナミックな眺
望、山小屋に泊まった人の目前にだけ広
がる夕景や星空があります。３国それぞ
れ違った雰囲気を味わい、毎日違う山小
屋からの景色を眺めながら、その日を歩
き終えた達成感に浸りつつワイングラ
スを傾ける贅沢な時間…。各国からやっ
てきたハイカーたちとの交流も素敵な
思い出となることでしょう。

スイス・フランス・イタリア

地　名 行　　　　　　　程 食事

1 新 千 歳
乗 継 都 市

新千歳 乗継都市 
【機中または乗継都市ホテル泊】

－
機
機

2
チューリッヒ
ジュネーブ
シ ャ モ ニ

チューリッヒ（またはジュネーブ）
着後、鉄道、または専用車にてシャモニへ。

【シャモニ／ホテル泊】

機
－
夕

3 シ ャ モ ニ
準備のためシャモニ（1035m）に滞在。足慣らしに近郊のコースで
軽ハイキングなど。
●歩程２～３時間 　　　　　　　  　　　【シャモニ／ホテル泊】

朝
－
－

4
シ ャ モ ニ

ボンノム小屋

車にてノートルダム･デ ･ラ・ゴルジュ（1210m）へ。
やや急登をバルメの小屋（1706m）からボンノムのコル（2329m）
へ。その後、ボンノム小屋（2433ｍ）へ。
●歩程約６時間　　　　　　　　　  【ボンノム小屋／山小屋泊】

朝
－
夕

5
ボンノム小屋
モッテの小屋
エリザベッタ小屋

フールのコル (2665m) へ。その後、グラシエ村 (1789m) を通って
モッテの小屋 (1870m) へ。さらにセイニュのコル (2516m)へ。
イタリアに入り、ベニの谷を下り、エリザベッタ小屋 (2258m)へ。
●歩程約８時間　　　　　　  　【エリザベッタ小屋／山小屋泊】

朝
－
夕

6
エリザベッタ小屋
シュクルイのコル
クールマイユール

コンバル湿原 (2000m)を歩き、モンブランやグランドジョラスを
見ながらシュクルイのコルへ。ケーブルにてクールマイユール
(1224m)へ。ホテルでは、先送りした衣類（着替え）の交換ができます。
●歩程約６時間　　　　　　　  【クールマイユール／ホテル泊】

朝
－
夕

7 クールマイユール 休養日。クールマイユールに滞在。オプションで周辺のハイキング
など（交通費等は実費）。　　　　  【クールマイユール／ホテル泊】

朝
－
－

8
クールマイユール
フェレのコル
ラ・フーリ

路線バスでアヌーバ（1789m）へ。エレナ小屋を通り、フェレのコル
（2531m）へ。フェレの谷を下り、ラ・フーリ（1600m）へ。
●歩程約６時間　　 　　　　　　　　 【ラ･フーリ／ロッジ泊】

朝
－
夕

9
ラ・フーリ
ボヴィーヌ
フォルクラ峠

車にてシャンペダンパ（1359m）へ。沢沿いの急登から山腹の尾根
道をボヴィーヌ（1987m）へ。その後、フォルクラ峠（1520ｍ）へ。
●歩程約５時間　　　　　　　　　  【フォルクラ峠／山小屋泊】

朝
－
夕

10
フォルクラ峠
バルムのコル
シ ャ モ ニ

ル・プゥティ（1326m）へ下り、フランス国境バルムのコル（2204m）
へ。峠からはモンブランやシャモニの谷が見えます。チェアリフト
など利用し、ル・トゥール（1453m）へ。路線バスにてシャモニへ。
●歩程約４時間　　　　　　　　　　　　【シャモニ／ホテル泊】

朝
－
夕

11
シ ャ モ ニ
ジュネーブまたは

チューリッヒ

午前、専用車または鉄道にてジュネーブ空港、またはチューリッヒ
空港へ。
チューリッヒ（またはジュネーブ）  乗継都市　　   　 【機中泊】

朝
－
機

12 乗 継 都 市
新 千 歳  乗継都市  新千歳

機
－
－

アルプスを代表するモンブラン山群一周トレッキング

ツール・デュ・モンブラン（Ｔ.Ｍ.Ｂ.） 12日間

▲ボンノムのコルを越えてボンノム小屋へ
（4日目）

▲フェレのコルを越えてイタリアからスイ
スへ（８日目）

★★★
トレッキング

ポ
イ
ン
ト

8月20日（土）～8月31日（水）  　旅行代金 489,000円  479,000円
新千歳発着 東京発着 ※その他の空港発着については

　お問い合わせ下さい

1　アルプス最高峰モンブラン山群
の７つの谷と６つの峠を渡り歩
く大スケールのトレッキング

2　シャモニを起点にイタリア、ス
イス、再びフランスへと徒歩で
三国国境を越えます

3　中間地点クールマイユール（イ
タリア）で着替え配送＆回収
サービスあり！

地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳
乗 継 都 市
ロ ン ド ン
またはカーディフ

新千歳 日本国内ほか乗継都市 ロンドン
同日 (夕刻～夜 )、或いは翌日 (午前～午後 )、ロンドンまたはカー
ディフに到着。  　

　【ロンドンまたはカーディフまたは機中泊】

－
－
機

2
ロ ン ド ン
またはカーディフ
ミルフォードヘブン
デ ー ル

ロンドンまたはカーディフより、鉄道にてミルフォードヘブンへ（所
要3～5時間）。
着後、ローカルバスかタクシーにてデールへ。　　　　  【デール泊】

機
－
－

3
デ ー ル

マーローズ

デールヘッドからスタート。ペンブルックシャーコースト国立公園
に入り、マーローズへ。（デール半島の付け根をショートカットすること
もできます）
●歩程19km・７時間（カットの場合13km・４時間）【マーローズ泊】

朝
－
－

4
マーローズ
スコーマー島
マーローズ

船にて南ブリテン最大の海鳥のコロニー・スコーマーアイランドへ。
アザラシやイルカの姿を見るかもしれません。上陸後、動植物相が
豊かなトレイルを歩きます。 ●歩程７km・３時間  【マーローズ泊】

朝
－
－

5
マーローズ
リトルヘブン
ブロードヘブン

引き続きペンブルックシャーコーストパスを行きます。リトルヘブ
ンは愉快なコテージがうねうね並び、パブが待ちうけるビーチへと
続きます。そこから30分、丘を越えればブロードヘブンです。
●歩程１５km・５時間　　　　　　　　　　  【ブロードヘブン泊】

朝
－
－

6
ブロードヘブン

ソ ル ヴ ァ

サーファーに人気のビーチ・ニューゲールへ。急なアップダウンが
始まり、やがてペンブルックシャーで最も美しい村と思われるソル
ヴァへ。 ●歩程18ｋｍ・７時間　　　　　　　 　　【ソルヴァ泊】

朝
－
－

7
ソ ル ヴ ァ

セントデイヴィッズ

小さな入り江を通り、断崖上のトレイルを西へ。絶壁の海岸線の壮
麗な眺めが見られます。聖デイビッドの生誕地・セント･ノンズで海
岸線を離れ、12世紀のデイヴィッズ大聖堂があるセントデイヴィッ
ズへ。 ●歩程10km・４時間　  　　　　【セントデイヴィッズ泊】

朝
－
－

8

セントデイヴィッズ
ホワイトサンズベイ
（またはラムジー島）
セントデイヴィッズ

セント･ノンズ湾から海岸線のトレイルを、ラムジー海峡とラム
ジー島の眺めを楽しみながらホワイトサンズベイへ。 （重要な野生
動物保護区であり、海鳥とアザラシの大コロニーがあるラムジー島
を訪ねることもできます） ●歩程１５km・６時間（ラムジー島訪問
の場合５km・２時間）　　　　　 　　  　【セントデイヴィッズ泊】

朝
－
－

9
セントデイヴィッズ
ロ ン ド ン
またはカーディフ

バスと鉄道にてロンドンまたはカーディフへ（所要3～5時間）。
ロンドンまたはカーディフ 　　　　　　　　　　　　  【機中泊】

朝
－
機

10 乗 継 都 市
新 千 歳  乗継都市 新千歳

機
－
－

※現地の諸事情により、一部行程を変更する場合があります。

◀ペンブルックシャー
海岸のトレイル（イ
メージ）

1　人里離れたウェールズの特別な
場所で自然美と空虚を楽しむ

2　海鳥と野生動物の繁殖地スコー
マー島とラムジー島も！

3　リトルヘブンなどの可愛らしい
漁村で楽しむローカルビール

4　ウェールズ海岸に連なる断崖上
に続く「ペンブルックシャー
コーストトレイル」を歩く

〈利用予定航空会社〉エミレーツ航空、キャセイパシフィック航空、アリタリア
航空、KLM、大韓航空、英国航空、エールフランスなど
〈利用予定ホテル〉各地／B&Bまたはゲストハウス  または同等クラス
〈食　事〉朝７回・昼０回・夕０回　〈最少催行人員〉４名（最大６名）
〈1人部屋追加代金〉65,000円　〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／出国時３ヶ月以上　　　　　　　    　　 
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：39,000円 ※2016年2月現在）

ポ
イ
ン
ト

▲何も無いところに価値がある風景
（イメージ）

9月14日（水）～9月23日（金）  　旅行代金 390,000円  380,000円
新千歳発着 東京発着 ※その他の空港発着については

　お問い合わせ下さい

▲ウェールズ海岸は
パフィン（海鳥）の
生息地として有名

英国・ウェールズ海岸のフットパス

ペンブルックシャートレイルを歩く! 10日間 イギリス（ウェールズ）
★★★

ロングトレイル
モニター
ツアー
モニター
ツアー

イ
ギ
リ
ス

４名から催行

４名から催行
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地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新千歳／東京
乗 継 都 市
ザ グ レ ブ

新千歳 成田（または羽田） 乗継都市 ザグレブ
【ザグレブまたは機中泊】

－
機
機

2
ザ グ レ ブ
プリトヴィツェ

クロアチアの首都ザグレブ観光（聖母被昇天大聖堂、石の門、ミ
ロゴイ墓地など）。昼食後、プリトヴィツェ湖群国立公園へ（所要:
約３時間）。　　　　　　　　　　　　　　 【プリトヴィツェ泊】

朝
昼
夕

3 プリトヴィツェ
世界遺産プリトヴィツェ湖群国立公園ハイキング。紅葉と滝、湖
が織りなす絶景をじっくりお楽しみ下さい。
●歩程約8時間　　　　　　　　　　　　 【プリトヴィツェ泊】

朝
昼
夕

4
プリトヴィツェ
シ ベ ニ ク
トロギール
スプリット

シベニクへ。着後、世界遺産聖ヤコブ大聖堂を見学。
昼食後、世界遺産の古都トロギールへ。着後、聖ロヴロ大聖堂を
見学し、スプリットへ。　　　　　　　　　　　 【スプリット泊】

朝
昼
夕

5
スプリット
ドブロヴニク

世界遺産スプリット観光（ディオクレディアヌス宮殿、地下宮
殿、大聖堂など）。　昼食後、ドブロヴニクへ。 【ドブロヴニク泊】

朝
昼
夕

6
ドブロヴニク
ス ル ジ 山
ドブロヴニク

世界遺産ドブロヴニク観光（旧市街、城壁、フランシスコ会修道
院、大聖堂など）。昼食後、スルジ山（412m）へ。紺碧のアドリア海
とドブロヴニクの街並みを見下ろしながらハイキング。
●歩程約３時間　　　　　　　　　　　　　 【ドブロヴニク泊】

朝
昼
－

7
ドブロヴニク
乗 継 都 市

朝食後、空港へ。　　　
ドブロヴニク（午前） 乗継都市（午後～夕刻） 　　【機中泊】

朝
機
機

8
乗 継 都 市
東京／新千歳

成田（または羽田）（午前～午後） 新千歳（午後～夜）
機
－
－

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

クロアチア　バルカン半島にある国の一つで、1991年にユーゴスラビア
から独立しました。古代遺跡から中世の美しい街並みまで歴史的建造物を数多
く残し、ドブロヴニク旧市街、古都トロギール、スプリット歴史地区、水の絶景
で知られるプリトヴィツェ湖群国立公園など７つの世界遺産があります。当ツ
アーではそのうちの５ヶ所を周遊。まだあまり日本人には知られていない神秘
と魅力にあふれた国をハイキングも交えてたっぷりめぐります

クロアチア

▲紅葉に色づくプリトヴィツェ湖群国立公園。様々
に変化する湖水に目を見張ります

魅惑の東欧“アドリア海の秘宝”をめぐる　

クロアチア ハイキング紀行 8日間
★★

ハイキング

1　多くの民族・宗教が混在し、多種多様な文化が息づく魅惑の国を周遊
2　世界遺産プリトヴィツェ湖群国立公園に 2連泊。紺碧、群青、エメラル
ドグリーンと様々に変化する水の絶景を紅葉の季節にたっぷり観賞

3　国内の 6大世界文化遺産のうち 4ヵ所を訪問。ドブロヴニク郊外の山
では展望満喫ハイキングも !

〈利用予定航空会社〉フィンランド航空、カタール航空、ルフトハンザ航空、日
本航空、全日空、クロアチア航空など
〈利用予定ホテル〉ザグレブ／ドヴロブニク　プリトヴィツェ／ベルヴュースプ
リット／グロボ・スプリット  ドブロヴニク／グランドホテルパーク　または同
等クラス　〈食　事〉朝６回・昼５回・夕４回　〈最少催行人数〉６名
〈１人部屋追加料金〉48,000円　〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／出国時３ヶ月以上　　　　　　　    　　 
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：35,000円 ※2016年2月現在）

ポ
イ
ン
ト

▲ “アドリア海の真珠 ”と呼ばれる要
塞都市ドブロヴニク

10月4日（火）～10月11日（火）  　旅行代金 489,000円  479,000円
新千歳発着 東京発着 ※その他の空港発着については

　お問い合わせ下さい

▲紺碧のアドリア海とドブロヴニク市
街を一望するスルジ山ハイキング

世 界 遺 産 世 界 遺 産

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

豊穣の秋にドイツのトレイルを歩こう

ロマンチック街道ウォーク ９日間
★★

ロングトレイル

地　名 行　　　　　　　程 食事

1

新 千 歳
乗 継 都 市
フランクフルト
またはミュンヘン

新千歳 日本国内ほか乗継都市 
フランクフルトまたはミュンヘン
※利用便によっては機中泊となります

　　【フランクフルトまたはミュンヘンまたは機中泊】

－
－
機

2
フランクフルト
またはミュンヘン
ローテンブルク

フランクフルトまたはミュンヘンより鉄道にてローテンブルクへ
（所要3～4時間）。17世紀の街壁がほぼ完全な状態で残るロー
テンブルク・オプ・テア・タウバー、ティルマン・リーメンシュナイ
ダーの素晴らしい彫刻が見られる教会など。　【ローテンブルク泊】

機
－
－

3

ローテンブルク
タウバーバレー
メアリーマグダレン
シリングスフュルスト

ウォーキングのスタート。ローテンブルクからタウバーバレー
へ。興味深い教会があるゲープザッテルから森を抜け、メアリーマ
グダレン・スプリングを通り、ユニークなポンプ小屋があるシリン
グスフュルストへ。
●歩程１６km・６時間　　　　　　　【シリングスフュルスト泊】

朝
－
－

4
シリングスフュルスト
ズ ル ツ
フォイヒトヴァンゲン

かつての修道院があるズルツへ。森を抜け、尾根に上がり水車小屋
へ。その後、良く保存された修道院があるフォイヒトヴァンゲンへ。
●歩程19km・７時間　　　　　　  　【フォイヒトヴァンゲン泊】

朝
－
－

5
フォイヒトヴァンゲン
ディンケルスビュール

15～16世紀の建物が多く残るディンケルスビュールへ。
聖ジョージ教会は南ドイツ最大の規模です。
●歩程16km・６時間　　　　【ディンケルスビュール泊】

朝
－
－

6
ディンケルスビュール
ヴィルヴルクシュテッテン
ラウシュテッテン

「悪魔の城壁」として知られる神聖ローマ帝国の城壁「ザ・ライム」
を擁すヴィルヴルクシュテッテンへ。
フランケン地方を離れシュヴァーベンからラウシュタッテンへ。
●歩程22km・８時間　　　　　　　　　【ラウシュテッテン泊】

朝
－
－

7

ラウシュテッテン
マイヒンゲン
ヴァラーシュタイン
リースプラトー
ネルトリンゲン

バロック式修道院のあるマイヒンゲンへ。その後、有名なモニュメ
ントがあるヴァラーシュタインへ。クライマックスは1,500万年
前隕石の衝突で生まれたクレーターのリースプラトー。そのプラ
トーの中央、ほぼ完全な円形を成すネルトリンゲンでゴール。
●歩程19km・７時間　　　　　　　　　　【ネルトリンゲン泊】

朝
－
－

8
ネルトリンゲン
フランクフルト
またはミュンヘン

バスと鉄道にてフランクフルトまたはミュンヘンへ。
フランクフルトまたはミュンヘン  

　　　【機中泊】

朝
－
機

9
乗 継 都 市
新 千 歳

  乗継都市  新千歳
機
－
－

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

▲褐色の屋根瓦が美しいネルトリ
ンゲンの街並み（イメージ）

1　いまだ無傷で残るローテンブルク・
オプ・デア・タウバーの街並み

2　リースクレーターとほぼ完全なる円
形都市ネルトリンゲンへ

3　ディンケルスビュールの裏小路で 15
～ 16世紀のビアセラーを訪ね歩く

4　フォイヒトヴァンゲンの市場とよく
保存された修道院を見る

〈利用予定航空会社〉エミレーツ航空、アリタリア航空、オーストリア航空、スカ
ンジナビア航空、ルフトハンザドイツ航空、大韓航空、エールフランスなど
〈利用予定ホテル〉ローテンブルク／ゲルベルハウス　シリングスフュルス
ト／ディーポスト　フォイヒトヴァンゲン／ガストホフラム　ディンケルス
ビュール／ツムゴールデン　ラウシュテッテン／イェーガーブリック　ネルト
リンゲン／カイザーホフ　または同等クラス　〈食  事〉朝６回・昼０回・夕０回
〈最少催行人数〉４名（最大６名）　〈１人部屋追加料金〉55,000円
〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／出国時3ケ月以上　　　　　  　　　　　
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：36,000円 ※2016年2月現在）

ポ
イ
ン
ト

10月12日（水）～10月20日（木）　旅行代金 475,000円  465,000円
新千歳発着 東京発着

6名から催行

ドイツ

▲緑豊かなシリングスフュルスト
（イメージ）

▲おとぎの世界に迷い込んだような風景
（イメージ）

4名から催行



11

北　

米

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

日　

本

ア
ジ
ア

フ
リ
ー
プ
ラ
ン

秘
境
観
光

直  

前  

版

予  

告  

版

ア
フ
リ
カ
・
オ
セ
ア
ニ
ア

1　アメリカ西部の特異な自然景観、赤茶けた尖峰や岩塔群を見ながら
ハイキングを楽しみます！

2　６つの国立公園ほか、次々に現れる驚異の絶景・奇観サイトをめぐ
ります！

3　アウトドアズマンの聖地ともいわれるモアブや、カジノの街ラスベ
ガスなど、個性的な街の散策も楽しみます

〈利用予定航空会社〉大韓航空、ユナイテッド航空、デルタ航空、アメリカン航
空、日本航空、全日空など　
〈利用予定ホテル〉ハリケーン／コンフォートイン　ブライスヴァレー／アメリカ
ズベストバリューイン　グリーンリバー／ナイツイン　モアブ／ボーエンモーテ
ル　カエンタ／モニュメントバレーイン  または同等クラス
〈食　事〉朝７回・昼７回・夕７回  〈最少催行人数〉 ６名（最大10名）
〈１人部屋追加料金〉72,000円　〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　ただし米国電子渡航認証（ESTA）登録が必要　　 　　　　　　　　　
　※パスポートコピー提出・取得手数料3,000円別途（実費込み）
■パスポート残存有効期間／入国時６ヶ月以上
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：50,000円　※2016年2月現在）

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

アメリカ西部4州の特異な自然景観を歩く

グランドサークル・ハイキング 10日間

▲アーチズのデリケートアーチ

▲アンテロープキャニオン

▲コロラド川が大きく蹄鉄形に流れるホース
シューベンド▲キャニオンランズ国立公園のピナクルズ

▲自然の造形に驚愕するモニュメントバレー

グランドサークル　Grand Circle
日本の25倍の面積を持つアメリカには数多くの素晴らしい原始風景
があります。中でも西部には特に多くの国立公園や州立公園があり、西
部４州（ユタ、コロラド、ニューメキシコ、アリゾナ）にまたがる広大な国
立公園の宝庫を「グランドサークル」と呼んでいます。赤茶けた岩肌に
は古代インディアンの壁画や恐竜の骨や足跡の化石も見られます。ま
た、“グランドステアケース”と呼ばれるコロラド高地は、長年の浸食と
風化により、ピンククリフ、ホワイトクリフ、バーミリオンクリフなど６
段の色彩豊かな浸食断崖層が生み出されました。当ツアーでは魅力の
尽きないこの国立公園群をめぐり、各地で１～5時間程度のハイキン
グを楽しみます。実際に自分の目で見て、足で歩かなければ分からない
アメリカの大自然。それは期待を超えてあまりある感動の体験となるこ
とでしょう。

地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新千歳／乗継都市
ラスベガス
ハリケーン

新千歳 乗継都市 ラスベガス
着後、専用車にてハリケーンへ。　　　  【ハリケーン泊】

－
機
機

2
ラスベガス
ザ イ オ ン
ブライスヴァレー

ザイオン国立公園へ。リバーサイド･ウォーク～エメラ
ルドループトレイルをハイキング（約２時間30分）
その後、ブライスヴァレーへ。　  【ブライスヴァレー泊】

朝
昼
夕

3
ブライスヴァレー
ブライスキャニオン
ブライスヴァレー

ブライスキャニオン国立公園へ。クイーンズガーデン／
ピーカブー･ループトレイルをハイキング（約４時間）。

【ブライスヴァレー泊】

朝
昼
夕

4

ブライスヴァレー
化 石 の 森
キャピトルリーフ
グリーンリバー

ペトリファイドフォレストパーク（化石の森）へ。
着後、フォレストパーク・ループトレイルをハイキング
（約１時間）。その後、キャピトルリーフ国立公園へ。ヒッ
クマンブリッジ･トレイルを歩きます（約２時間）。
グリーンリバーへ。　　　  　    　【グリーンリバー泊】

朝
昼
夕

5

グリーンリバー
キャニオンランズ
ア ー チ ズ
モ ア ブ

キャニオンランズ国立公園へ。メサ・アーチ（約１時間）
とアップヒーヴァル・ドーム（約１時間）をハイキング。
その後、アーチズ国立公園へ。着後、ダブルアーチ・
ウォーク（約１時間）とデリケートアーチ・トレイル（約２
時間）をハイキング。モアブへ移動。  　　　【モアブ泊】

朝
昼
夕

6

モ ア ブ

キャニオンランズ

モニュメントバレー

カ エ ン タ

キャニオンランズ国立公園の南エリアへ。クライマーの
聖地インディアンクリークやピナクルズの展望を楽し
みます。
その後、ナバホ族の聖地モニュメントバレーへ。モニュ
メントバレー･ワイルドキャット･トレイル（約２時間
30分）をハイキングし、カエンタへ。　　 【カエンタ泊】

朝
昼
夕

7

カ エ ン タ
アンテロープキャニオン
ホースシューベンド
カ ナ ブ

ペイジへ行き、ホースシューベンドを観光後、アンテ
ロープキャニオンへ。
着後、ハイキング（約１時間）。
グランドキャニオン国立公園のゲート、カナブへ。

 【カナブ泊】

朝
昼
夕

8

カ ナ ブ

グランドキャニオン

ラスベガス

グランドキャニオン国立公園ノースリムへ。
ブライトエンジェルポイント・トレイル（約１時間）と
ウィドフォーストレイル（約１時間）のハイキング。
その後、ラスベガスへ。ラスベガスストリップ周辺のミ
ニ観光とショッピング。夕食後、ラスベガス空港へ。
ラスベガス(深夜または翌朝～午前) 　　　【機中泊】

朝
昼
夕

9 乗 継 都 市  乗継都市 　　　　　　　　　　　　  【機中泊】
機
機
機

10 新 千 歳  新千歳
機
－
－

ア
メ
リ
カ

★★
ハイキング

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

アメリカ

6名から催行

ポ
イ
ン
ト

▲ブライスキャニオン国立公園のフードゥ群の中を行く

9月21日（水）～9月30日（金）  　旅行代金 519,000円  509,000円
新千歳発着 東京発着
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コース概要と登山レベル　登頂日は深夜2時頃に登山口のピエドログラン
デ小屋を出発。標高4.900m付近よりアイゼン、ピッケル装備で氷河上を登り頂上へ。山
小屋からは標高差1,400mのロングルートです。通常8時間で登頂し、2時間で登山口
まで下ります。登山レベルは12～ 4月の富士山や羊蹄山の冬山登山技術と体力が必要
です。ガイドレシオは1ガイドにつき3名まで。３名様より催行決定です。

※ハイキングコースは現地の諸事情により、一部変更となる場合があります。

▲万年雪に覆われたピコ・デ・オリサバ

ジャスパー、レイクルイーズ、バンフ連泊で日帰りハイキング満喫

カナディアンロッキー・ハイキング 9日間
★★

ハイキング

7月1日（金）～7月9日（土）  　旅行代金 499,000円  489,000円
新千歳発着 東京発着

地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳
成田／羽田
乗 継 都 市
メキシコシティ

新千歳 成田または羽田 
北米乗継都市 メキシコシティ

【メキシコシティ／ホテル泊】

－
－
夕

2 メキシコシティ
メキシコシティから約50㎞の距離にある世界遺産ティオティ
ワカンを観光。太陽のピラミッド、月のビラミッドなど壮大な遺
跡をめぐります。　　　　　　　　【メキシコシティ/ホテル泊】

朝
昼
夕

3
メキシコシティ
トルーカ山
ト ル ー カ

メキシコシティから専用車でネバード・デ・トルーカ山の登山口
（4100m）へ移動（所要約２時間30分）。高度順応のため、砂礫の
登山道をイーグルピーク（4.602m）まで登ります。下山後は山麓
のトルーカへ。●歩程約４時間　　　　  【トルーカ／ホテル泊】

朝
昼
夕

4
ト ル ー カ
トラチチュカ

朝食後、専用車でトラチチュカへ。
午後から氷河登山のレクチャーがあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　 【トラチチュカ／山小屋泊】

朝
昼
夕

5
トラチチュカ
ピエドログランデ

ジープでピコ・デ・オリサバ登山口のピエドログランデ小屋
（4200m）に移動。着後、午後から高所順応のため周辺を散策
●歩程約３時間　　　　　 【ピエドログランデ小屋／山小屋泊】

朝
昼
夕

6

ピエドログランデ

ピコ・デ・オリサバ

トラチチュカ

深夜、アタック開始。標高4900m付近の氷河末端からアイゼ
ンを付けて頂上を目指します。約８時間でピコ・デ・オリサバ
（5699m）に登頂。好天なら360度の大パノラマが望めます。
慎重に往路を山小屋まで下山し、ジープにてトラチチュカへ。
●歩程約12時間　　　　　　　 　【トラチチュカ／山小屋泊】

朝
昼
夕

7
トラチチュカ
メキシコシティ

トラチチュカからメキシコシティへ移動。
着後、午後からはフリータイム。　 【メキシコシティ／ホテル泊】

朝
昼
夕

8
メキシコシティ
乗 継 都 市

メキシコシティ 北米乗継都市 　　　　　　　　【機中泊】
朝
昼
機

9 成田／羽田
新 千 歳

成田または羽田 新千歳
機
機
－

※現地の諸事情により、一部行程を変更する場合があります。

北米大陸第３位のメキシコ最高峰に登頂

ピコ・デ・オリサバ(5.699m)登頂 9日間 メキシコ
★★★★★
高所登山

1　メキシコ最高峰であり北米大陸第 3位
の高峰に登頂

2　事前に登山口(4,100m)からネバード・
デ・トルーカ山（4.602m）に登頂し
てしっかり高度順応

3　世界遺産の古代都市ティオティワカン
も観光

4　弊社の低酸素室を初回無料サービス !

〈利用予定航空会社〉 ユナイテッド航空、アメリカン航空、全日空、日本航空など
〈利用予定ホテル〉メキシコシティ／センチュリーホテル　トルーカ／ホリデー
イン  または同等クラス ※登山中は山小屋に宿泊　〈食　事〉朝７回・昼７回・夕７回
〈最少催行人数〉３名　〈１人部屋追加料金〉25,000円（山小屋を除く）
〈添乗員または登山ガイド〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　ただしアメリカ経由となる場合は米国電子渡航認証（ESTA）が必要　
※取得手数料3,000円別途（実費込み）　■パスポート残存有効期間／帰国時まで
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：40,000円 ※2016年2月現在）

ポ
イ
ン
ト

▲ティオティワカン遺跡

1　ジャスパーとバンフに各３連泊、Mt.ロブ
ソン州立公園も訪れます

2　黄色いカタクリやアツモリソウなど多彩な
花々が見られるベストシーズン

3　現地日本人ドライバー兼ハイキングガイド
付きで安心 ! 

〈利用予定航空会社〉エアカナダ、大韓航空など　〈利用予定ホテル〉ジャスパー
／アサバスカ　レイクルイーズ／レイクルイーズイン　バンフ／ボヤジャーイ
ンまたは同等クラス　〈食事〉 朝７回・昼６回・夕3回　〈最少催行人数〉 ８名
〈１人部屋追加料金〉 89,000円　〈添乗員〉 新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／カナダ出国日+１日以上　　　　　　　 
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：30,000円 ※2015年2月現在）

ポ
イ
ン
ト

◀テンピーク
スを眺める
ラーチバレー
ハイキング

▲かわいい動物達との出会いも

▶グレーシャ
リリーの（黄色
カタクリ）

▲ビーナス・スリッパー（ラン科）

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

地　名 行　　　　　　　程 食事

1

新 千 歳
成 田
エドモントン
ジャスパー

新千歳（午前） 成田または羽田
成田 バンクーバー エドモントン
着後、ジャスパー国立公園の中心ジャスパーへ。

【ジャスパー泊】

－
機
夕

2
ジャスパー
キャベルメドウズ
ジャスパー

ジャスパーのシンボル、Mt．エディスキャベル（3368m）から流れ
落ちるエンジェル氷河、キャベルメドウズをハイキング。
●歩程３～４時間　　　　　　  　　　　　　  【ジャスパー泊】

朝
昼
－

3

ジャスパー
Mt. ロブソン

ハイキング
ジャスパー

マウントロブソン州立公園へ。
カナディアンロッキー最高峰Mt. ロブソン（3954m）を望むトレ
イルでキニーレイクを往復。
●歩程５～６時間　　　　 　  　　　　　　　 【ジャスパー泊】

朝
昼
－

4

ジャスパー
アイスフィールド

パークウェイ
レイクルイーズ

アイスフィールドパークウェイのドライブ観光を楽しみながら
レイクルイーズへ。ボウ湖、ペイト湖などを見学。
コロンビア大氷原では、雪上車によるアサバスカ氷河の観光も
楽しみます（所要約６時間）。 　   　　　　【レイクルイーズ泊】

朝
昼
夕

5
レイクルイーズ

バ ン フ

アグネス湖やビーハイブピークなどをハイキング。山上から乳
白色のレイクルイーズを一望します
●歩程約４時間30分
その後、バンフへ（所要約１時間）。　   　　　　　　 【バンフ泊】

朝
昼
－

6
バ ン フ
ラーチバレー
バ ン フ

モレーンレイクへ。モレーン湖を見ながら登り、テンピークスの
姿を展望するカラマツの谷“ラーチバレー”をハイキング。
●歩行５～６時間　　　　　　　  　　　　　　　  【バンフ泊】

朝
昼
－

7
バ ン フ
ヒーリーメドウ
バ ン フ

サンシャインスキー場へ。グレーシャーリリー（黄色いカタク
リ）の群落で知られるヒーリーメドウのハイキング。
●歩行６～７時間　　　　　　　  　　　　　　　  【バンフ泊】

朝
昼
夕

8
バ ン フ
カルガリー

カルガリー空港へ。
カルガリー（午前） 　　　　　　　  　　　　　　　【機中泊】

朝
機
機

9
成 田
新 千 歳

成田
成田または羽田 新千歳

機
－
－

多彩な花々に
　　 出会えます

カナダ

カ
ナ
ダ

メ
キ
シ
コ

▶雪渓が残るセ
ンチネルパス

３名から催行

11月7日（月）～11月15日（火） 　旅行代金 580,000円 新千歳発着 ※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

高山病対策について
当ツアーは標高 5,000m
以上の高所に滞在し、最
高点ピコ・デ・オリサバ
（5.699m）に至る高所登山
です。十分な高山病対策
が必要となります。ツアー
ご参加の方は、ご出発前
に弊社の低酸素室を初回
無料にてご利用いただけ
ます。詳しくは３ページを
ご覧下さい。

世 界 遺 産
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※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

アフリカ最高峰と野生動物を間近に見るサファリ体験

キリマンジャロ(5,895m)登頂とサファリ 11日間
★★★★
高所登山

キリマンジャロへの道のり
通常５日間の行程をゆっくり６日間で歩きま
す。標高3,780ｍのホロンボハットに２連
泊して高所順応。登山中は現地スタッフの
サポートがあり、荷物もポーターに預けるこ
とができます。食事は３食とも専属コックが
洋食を用意。ピッケル、アイゼンは必要あり
ませんが、高山病と寒さ対策が重要です。

◀広大な台地状の山頂部。歩きや
すい登山道が続きます

タンザニア

4名から催行

〈利用予定航空会社〉 カタール航空　〈利用予定ホテル〉 マラング／マラング
ホテル　アルーシャ／メルーホテル　マニヤラ湖／レイクマニヤラ・セレナ 
または同等クラス ※登山中は山小屋泊になります　〈食 事〉 朝９回・昼９回・夕
９回〈最少催行人数〉 ４名　〈1人部屋追加料金〉 30,000円（山小屋を除く）
〈添乗員〉 新千歳空港から全行程同行

■査証／必要（タンザニア）　写真２枚　※取得手数料9,000円別途（実費込み）　　　  
■パスポート残存有効期間／入国時６ヶ月以上
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：40,000円  ※2016年2月現在）

地　名 行　　　　　　　程 食事

1 各 地
乗 継 都 市 新千歳または各地 乗継都市 　　　　　　　　　 【機中泊】

－
－
機

2
乗 継 都 市
キリマンジャロ空港
マ ラ ン グ

 乗継都市  キリマンジャロ空港
到着後、車にて登山口の街マラングへ。

【マラング／ホテル泊】

朝
昼
夕

3
マ ラ ン グ
マラングゲート
マンダラハット

■キリマンジャロ登山１日目
マラングゲート（1550m）より登山開始。樹林帯の緩やかな登山道
をマンダラハット（2729m）へ。
●歩程３～４時間　　　　　　　 【マンダラハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

4
マンダラハット

ホロンボハット

■キリマンジャロ登山２日目
樹林帯の登りから平坦な灌木帯の道をホロンボハット（3780m）へ。
●歩程５～７時間　　　　　　　 【ホロンボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

5 ホロンボハット
■キリマンジャロ登山３日目・高度順応日
ホロンボハットに滞在。周辺の散策でゆっくりと高度順応します。
●歩程２～３時間　　　　　　　【ホロンボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

6
ホロンボハット

キボハット

■キリマンジャロ登山４日目
サドルと呼ばれる砂礫帯を通り、最終の小屋キボハット（4750m）へ。
●歩程４～６時間　　　　　　　　　 【キボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

7

キボハット
ギルマンズ
ポイント

ウフルピーク
ホロンボハット

■キリマンジャロ登山５日目
いよいよ登頂日。深夜にヘッドランプを点けて登り始めます。まず
ご来光タイムにギルマンズポイント（5682m）に登頂。さらに体調
や天候が良ければ、最高点のウフルピーク（5895m）を往復（約２時
間）。登頂後、ギボハット下り、休憩後、ホロンボハットまで下山。
●歩程10～12時間　   　　　【ホロンボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

8
ホロンボハット
マラングゲート
アルーシャ

■キリマンジャロ登山６日目
往路をマラングゲートまで下山。下山後、車にてアルーシャへ。
●歩程４～５時間　　　　　　　　　 【アルーシャ／ホテル泊】

朝
昼
夕

9
アルーシャ
ンゴロンゴロ
マニヤラ湖

世界遺産に登録されているンゴロンゴロ自然保護区へ。世界第
２位の大きさを誇るクレーターでサファリドライブ。
その後、マニヤラ湖のロッジへ。　　　 【マニヤラ湖／ロッジ泊】

朝
昼
夕

10
マニヤラ湖
キリマンジャロ空港
乗 継 都 市

朝食後、空港へ。
キリマンジャロ空港（午前） 乗継都市　　　　  　　【機中泊】

朝
機
機

11
乗 継 都 市
各 地

 新千歳または各地
機
機
－

1　ポーターが同行。不要な荷物
を預けて軽荷で登山！

2　野生動物の楽園、ンゴロンゴ
ロ自然保護区にてサファリ
ドライブを楽しみます

3　ノマドならでは！低酸素室
の初回利用無料サービス！

ポ
イ
ン
ト

▲念願のアフリカ大陸最高峰の
ウルフピークにて

タ
ン
ザ
ニ
ア
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

11月17日（木）～11月27日（日）  旅行代金 600,000円  580,000円
新千歳発着 東京発着 ※その他の空港発着については

　お問い合わせ下さい

ニュージーランド

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

世界一美しい散歩道とニュージーランド最高峰の山懐を歩く

ミルフォードトラックとマウントクック 11日間
★★

トレッキング

〈利用予定航空会社〉 ニュージーランド航空  〈利用予定ホテル〉 クイーンズタ
ウン／シーニックスイーツ　マウントクック／ハーミテージ  オークランド／
ハートランドホテル・オークランドエアポート または同等クラス ※トレッキン
グ中はロッジ宿泊　〈食 事〉 朝８回・昼6回・夕8回  〈最少催行人数〉 ８名
〈１人部屋追加料金〉 68,000円（ミルフォードトラックのロッジ４泊を除く）
〈添乗員〉 新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／入国時３ヶ月以上＋滞在日数　　　　　  
■燃油サーチャージは含まれます。空港諸税は別途申し受けます
　（目安：7,200円  ※2016年2月現在）　●第１次申込締め切り／9月9日（金）

1　原始のブナ林、無数の滝など手付かずの自然
が残る絶景のＵ字谷を行く！ 

2　ミルフォードトラックでは快適なロッジに４
泊して縦走。世界各国のトレッカーと交流！ 

3　マウントクックに２連泊。氷河や名峰を間近
に望むハイキングコースを歩きます

ポ
イ
ン
ト

▲ NZ 国花マウントクッ
クリリーの開花シーズン

◀明るくのびや
かなU字谷を行
くミルフォード
トラックの２日目

ミルフォードトラック　世界自然遺産フィヨルドランド国立公園の原始境。
苔むしたブナとシダの森を、深いＵ字谷からタスマン海の奥深く切れ込んだミル
フォードサウンドへ抜ける、世界屈指のトレッキングルートです。テ・アナウ湖から
フィヨルドランド国立公園を通り、ミルフォードサウンドへ抜ける全長約54kmの
トラックは、「世界で一番美しい散歩道」と称されます。

▶NZ最高峰
マウントクック
（3724m）を
望むフッカー
バレーのハイ
キング

地　名 行　　　　　　　程 食事

1 新 千 歳
成 田 新千歳（午前～午後） 成田 　　　　　　　　　　【機中泊】

－
－
機

2
オークランド

クイーンズタウン

オークランド（午前） クイーンズタウン（午後）
着後、ホテルへ。夕刻、ミルフォードトラックの説明会（日本語）
に参加します。　　　 　　　　　　　　 【クイーンズタウン泊】

機
－
夕

3
クイーンズタウン
テ・アナウ
グレードハウス

■ミルフォードトラック１日目
ツアーバスにてテ・アナウへ（所要約２時間半）。
昼食後、船にてテ・アナウ湖を渡り、グレードワーフ（桟橋）へ。
徒歩約30分でグレードハウスへ。　　　　 【グレードハウス泊】

朝
昼
夕

4
グレードハウス

ポンポローナ
　　　ロッジ

■ミルフォードトラック２日目
クリントン川に沿ってブナの原生林を歩きます。途中、赤ブナの
巨樹の森やヒドゥン・レイクなどに寄りながら、ポンポローナ・
ロッジへ。　●歩程５～７時間　　   【ポンポローナ・ロッジ泊】

朝
昼
夕

5

ポンポローナ
　　　ロッジ

マッキンノンパス
クインティン
　　　ロッジ

■ミルフォードトラック３日目
ミンタロ湖を通り、最高所のマッキンノン峠（1169 ｍ）まで登り
ます。昼食後、クインティン・ロッジまで下り、着後、時間があれ
ば落差世界第5位のサザーランド滝を往復（約90分）。
●歩程６～８時間　　　　　　　　  【クインティン・ロッジ泊】

朝
昼
夕

6

クインティン
　　　ロッジ

サンドフライ・
　　 ポイント

マイターピーク
　　ロッジ

■ミルフォードトラック４日目
マッカイ滝、ジャイアントゲート滝などを見ながらサンドフラ
イ・ポイントへ。ここでトレッキング終了。
船に乗り、ミルフォードサウンドへ。下船してすぐのマイター
ピーク ･ロッジへ。夕食後には完歩証授与式があります。
●歩程６～８時間　　　　　　　  【マイターピーク・ロッジ泊】

朝
昼
夕

7
ミルフォード
　　サウンド

クイーンズタウン

午前、ミルフォードサウンドのクルーズへ（約２時間）。
その後、ツアーバスにてテ・アナウ経由でクイーンズタウンへ。
着後、フリータイム。　　　　　　　　　 【クイーンズタウン泊】

朝
昼
－

8
クイーンズタウン

マウントクック

午前、専用車にてアオラキ／マウントクック国立公園へ（所要約
５時間）。着後、夕食までフリータイム。
周辺の散策などお楽しみ下さい。　　　　  【マウントクック泊】

朝
－
夕

9 マウントクック マウントクック（アオラキ）を間近に望むフッカーバレーのハイキング。
●歩程約５時間　　　　　　　　　　　　 【マウントクック泊】

朝
昼
夕

10
マウントクック
クライストチャーチ
オークランド

専用車にてクライストチャーチへ（約６時間）。途中、テカポ湖な
どに立ち寄ります。
クライストチャーチ（夕刻） オークランド（夜）

【オークランド泊】

朝
－
夕

11 オークランド成田／新千歳
オークランド（午前） 成田（夕刻）
成田 新千歳（夜）

機
機
－

12月11日（日）～12月21日（水）    旅行代金 675,000円  665,000円
新千歳発着 東京発着

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

※料金には燃油サーチャージが含まれます
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チベットに接する雲南省の自然と少数民族文化に浸る

“神々の山”展望とフラワーウォーキング ９日間 中　国

6名から催行★
ウォーキング

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

1　色とりどりの花が咲く高山植物のベ
ストシーズン！

2　麗江古城と雲南三江併流、二つの世
界遺産の観光

3　独自の言葉や文化を持ち、伝統を守
る少数民族との出会い

4　梅里雪山と玉龍雪山、神々の山の自
然と展望を満喫

ポ
イ
ン
ト

〈利用予定航空会社〉大韓航空、全日空、日本航空、タイ国際航空、ブータンエア
ラインズ、ドルックエアーなど　〈利用予定ホテル〉パロ／ドルジリン　ハ／
リサムリゾート　ティンプー／ペドリン または同等クラス
〈食　事〉朝4回・昼3回・夕4回　〈最少催行人数〉6名（最大12名）
〈１人部屋追加料金〉33,000円　〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／必要　写真１枚　※取得手数料8,200円別途（実費込み）  　　　　　　　　
■パスポート残存有効期間／入国時６ヶ月以上
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：16,000円 ※20165年２月現在）

ブータン

6名から催行

1　今年は日本とブータンの国交30周年記念
年。日本人だけの特別優遇制度を利用し
て今夏だけの料金設定！

2　青いケシやエーデルワイスなど多種多様
なヒマラヤの固有種の群落を歩く 

3　車と歩きで希少種が見られる高山植物帯
へ比較的手軽にアプローチ

ポ
イ
ン
ト

▲パロとハを結ぶ標高 3750mのチェレ・ラ峠。手軽に高山
植物が見られる貴重なスポットです

6月14日（火）～6月22日（水） 　旅行代金 348,000円 新千歳発着
〈利用予定航空会社〉中国東方航空、中国国際航空など　
〈利用予定ホテル〉昆明／百事特悦航酒店　麗江／観光酒店　シャングリラ／
古城国際酒店　徳欽／観景天堂大酒店　上海／中祥大酒店　または同等クラ
ス（すべて４星）　〈食　事〉朝８回・昼６回・夕８回　〈最少催行人数〉８名　　
〈１人部屋追加料金〉45,000円　〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／入国時６ヶ月以上　　　  　　　　　        
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：9,200円 ※2016年2月現在）

地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳
上 海
昆 明

新千歳または各地（午後） 上海
着後、夕食をとり、夜便で昆明へ。
上海（夜） 昆明（深夜）　着後、ホテルへ。　　　　　   【昆明泊】

－
機
夕

2
昆 明
麗 江

昆明（朝） 麗江（午前）。　
着後、世界遺産麗江の観光（麗江古城、木府、束河古鎮）。 【麗江泊】

朝
昼
夕

3 麗 江
終日麗江郊外観光。ボウ牛坪までロープウェイで登り、玉龍雪山
（5596m）の展望を眺めながらフラワーウォーキング（約１時間）。
その後、甘海子の軽ハイキングと民族舞踊“印象麗江”観賞。

【麗江泊】

朝
昼
夕

4
麗 江
虎 跳 峡
シャングリラ

高低差 3000mにも及ぶ大渓谷虎跳峡をハイキング（約２時間）。
その後、ポタラ宮にも例えられるチベット仏教寺院・松賛林寺を
観光し、理想郷と呼ばれるシャングリラ（香格里拉／ 3300m）へ。

【シャングリラ泊】

朝
昼
夕

5
シャングリラ
金沙江大湾
徳 欽

専用車で移動。世界遺産雲南三江併流の一部、金沙江が屈曲する
金沙江大湾を観光し、白茫雪山（5640m）を展望しながら、雲南省
最北端の街、徳欽（3400m）へ。　　　　　　　　　  　　【徳欽泊】

朝
昼
夕

6
徳 欽

シャングリラ

早朝出発で飛来寺の展望台へ。チベット仏教の守護神梅里雪山
（6740m）からのご来光を拝みます。飛来寺周辺を散策後、シャン
グリラへ戻り、美しい草原ナパ海でフラワーウォーキング（約１
時間）。　　　　　　　　　　　　　　　 　　【シャングリラ泊】

朝
昼
夕

7 シャングリラ
終日シャングリラ観光。石卡雪山（4449m）麓の藍月山谷風景区へ
ロープウェイで登り、花々が咲き誇る格Ἥ路をハイキング（約１
時間）。その後、千年以上の歴史あるチベット族の築いた独克宗古
城を観光。　　　　　　　　　　　　　　　　【シャングリラ泊】

朝
昼
夕

8
シャングリラ
上 海

シャングリラ（朝） 上海（午後）
着後、ホテルへ。　　　　　　　　　　　　　　　　　  【上海泊】

朝
－
夕

9
上 海
新 千 歳

上海（朝） 新千歳または各地 （午後）
朝
機
－

▲麗江に聳えるナシ族の守護神・玉龍雪山

▲雲南省とチベットの境に聳える梅里雪山

青いケシやヒマラヤアツモリソウを見るチャンス！

幸福の国ブータン  フラワーハイキング 7日間
★

ハイキング

地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳
または各地
乗 継 都 市

新千歳または各地 日本国内または乗継都市 
【機中泊】

－
－
機

2
バ ン コ ク

パ ロ

 バンコク パロ（ブータン唯一の国際空港）
午後、パロの観光（パロ、ゾンなど）。
夜、ご希望の方には別料金にてブータン仮面民族舞踊の観賞へ
ご案内（要事前予約）。　　　　　　　　　　　　　　  【パロ泊】

－
機
夕

3
パ ロ
チェレ・ラ

ハ

朝食後、専用車にてチェレ ･ラ峠（3750m）へ。
チェレ・ラにてフラワーハイキング（約３時間／昼食はお弁当に
なります）。その後、専用車にてハ（2730m）へ。
夕刻、ご希望の方にはブータン名物ドツォ（石焼き風呂）体験へ
（催行は5名以上、お一人様2,000円）。　　　　　　　  【ハ泊】

朝
昼
夕

4
ハ

セ レ ・ ラ
ハ

朝食後、専用車（４ＷＤ）にてセレ ･ラ（3450m）へ。
着後、フラワーハイキング（約２時間／昼食はお弁当になります）。
その後、車道を下るハイキング（約１時間30分）。　　　  【ハ泊】

朝
昼
夕

5
ハ

チェレ・ラ
ティンプー

ハの谷を観光（ラカン・カルポなど）。
昼食は地元の農家でローカル食をお楽しみ下さい。
その後、専用車にて再びチェレ・ラ峠を経由し、首都ティンプー
（2400m）へ。着後、市内のミニ観光。　　　　　　【ティンプー泊】

朝
昼
夕

6
ティンプー
パ ロ
バ ン コ ク

朝食後、専用車にてパロ空港へ。
パロ バンコク 　　　　　　　　　　　　　　 　【機中泊】

朝
機
機

7
乗 継 都 市
新 千 歳
または各地

乗継都市 新千歳または各地
－
－
－

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

中　

国

ブ
ー
タ
ン

▲チベットアツモリソウ

▲コバノハナゴマ

赤・黄・青色のケシ、アツモリソウ、エーデルワイス、シャクナゲ、
リンドウ、サクラソウ、キンバイソウ、シオガマ、ミヤコグサなど

この地域に
咲く主な花

7月7日（木）～7月13日（水）    旅行代金 360,000円  350,000円
新千歳発着 東京発着 ※その他の空港発着については

　お問い合わせ下さい

▲メコノプシス・ワリッ
キー（赤いケシ）

▶メコノプシス・コルデュラ（青いケシ）

▲カトカルティア・ウィ
ローサ（黄色いケシ）

▲希少種のヒマラヤアツ
モリソウ ▲バロの谷を俯瞰して

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい
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心まで紅く染まる錦秋の景色満喫ハイキング

“雲
ク ル

の
ン

橋
ダ リ

”が架かる山々と紅葉の韓国 ６日間
★

ハイキング

韓　

国

台　

湾
〈利用予定航空会社〉チャイナエアライン、エバー航空など　
〈利用予定ホテル〉台北／三徳大飯店　新北投温泉／新北投水美温泉会館　　
花蓮／煙波大飯店　台東／康橋大飯店　小琉球／民宿　高雄／華園大飯店　
または同等クラス　〈食事〉朝7回・昼６回・夕6回　〈最少催行人数〉８名　　
〈１人部屋追加料金〉56,000円　〈添乗員〉新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／入国時３ヶ月以上　　　  　　　　　        
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：4,300円 ※2016年２月現在）

※現地の事情により、交通機関、日程が変更になる場合があります。

陽明山の軽登山と太魯閣峡谷ハイキングも楽しみます

東海岸縦断と離島を訪ねて  ８日間
★

ハイキング
台　湾

12月2日（金）～12月9日（金） 　旅行代金 178,000円 新千歳発着
地　名 行　　　　　　　程 食事

1 新 千 歳
台 北

新千歳（午後） 台北（夜）
着後、ホテルへ。　　　　　　　　　　　　　　　　　【台北泊】

－
－
機

2
台 北
陽 明 山
新北投温泉

陽明山のハイキング（約２時間）。数あるコースの中から、ご参加
者の体力や希望に合わせたコースを歩きます。
下山後は台北の奥座敷・新北投温泉に宿泊。　　 【新北投温泉泊】

朝
昼
夕

3
新北投温泉
野柳／九份
花 蓮

奇岩怪石が林立する特異な景観で知られる野柳と、ノスタル
ジックな風情を漂わす坂の街九份を観光。
その後、列車に乗り換えて花蓮へ。　　　　　　　　 　【花蓮泊】

朝
昼
夕

4

花 蓮

太魯閣峡谷

花 蓮

終日、険しい断崖絶壁が約20㎞も続く台湾屈指の景勝地太魯閣
峡谷のハイキング（２～３時間）。燕子口、九曲洞、緑水遊歩道、砂
卡當遊歩道、長春祠遊歩道など、ご参加者の体力に合わせて歩き
ます。その後、アミ族の民族舞踊ショーの観賞と大理石工場を見
学。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【花蓮泊】

朝
昼
夕

5
花 蓮
八 仙 洞
三 仙 台
台 東

一路、花東公路 ( 海線 ) を走行して台東へ。
途中、北回帰線標識に立ち寄り、石器時代の住居跡の八仙洞と橋
で繋がれた大岩礁の景勝地・三仙台を散策。　　　　　 【台東泊】

朝
昼
夕

6
台 東 墾 丁
東 港
小 琉 球

台湾最南端の墾丁国家公園へ。最南端碑のある鵝鑾華（ガラン
ビ）などをハイキング。（約１時間）。
東港の魚市場を観光後、フェリーにて15km沖に位置する珊瑚
礁の島・小琉球へ渡ります。　　　　　　　　　 　　【小琉球泊】

朝
昼
夕

7
小 琉 球
高 雄

夕刻まで小琉球を散策（奇岩・洞窟が集まる美人洞、石灰岩が海
水に浸食された花瓶石など）。
フェリーで東港に戻り、専用車にて高雄へ。夕食後フリータイ
ム。屋台の散策などお楽しみ下さい。　　　　　　 　　【高雄泊】

朝
昼
夕

8 高 雄
新 千 歳

午前、高雄市内観光（左営蓮池譚など）。
高雄（午後） 新千歳（夜）

朝
－
－

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

韓　国

6名から催行

〈利用予定航空会社〉ティーウェイ航空、大韓航空など
〈利用予定ホテル〉ソウル／仁寺洞クラウンホテル　 全州／全州韓屋村（オンド
ル部屋）　内蔵山／ペグヤンホテル　安東／高麗ホテル  または同等クラス　
〈食事〉朝５回・昼４回・夕５回
〈最少催行人数〉６名　〈１人部屋追加料金〉30,000円
〈添乗員〉６～９名様の場合は現地係員がお世話します。10名様以上の場合は
新千歳空港から全行程同行します

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／入国時３ヶ月以上　　　  　　　　　        
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：4,000円 ※2016年２月現在）

※現地の事情により、交通機関、日程が変更になる場合があります。

10月17日（月）～10月22日（土） 　旅行代金 155,000円 新千歳発着
地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳

ソ ウ ル

新千歳（午後） ソウル (夕刻 )

着後、専用車にてホテルへ。　　　　　　　　　　　 【ソウル泊】

－
機
夕

2

ソ ウ ル

大 山

馬 耳 山

全 州

大 山道立公園へ。着後、山頂付近までロープウェイを利用して
大 山 (878ｍ ) をハイキング（約1時間30分）。
その後、馬耳山道立公園へ。着後、不思議な石積みの塔寺を観光
します。全州韓屋村にて伝統の韓屋に宿泊（共同バス・トイレに
なります）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【全州泊】

朝
昼
夕

3

全 州
来 蘇 寺
高 敞 支
石 墓 群
内 蔵 山

朝食後、全州韓屋村を散策。
その後、辺山半島国立公園の名刹来蘇寺、世界遺産高敞支石墓群
を観光して、内蔵山国立公園へ。
着後、ロープウェイ利用で展望台へ登り、名刹・内蔵寺観光。
●歩程約1時間　　　　　　　　　　　　　　　 　【内蔵山泊】

朝
昼
夕

4

内 蔵 山
剛 泉 山
潭 陽
伽 倻 山
安 東

朝食後、剛泉山郡立公園へ。着後、九将軍瀑布までハイキング（約
３時間）。
淳昌コチジャン村に立ち寄り、潭陽の竹林竹緑苑を観光後、伽倻
山国立公園にある世界遺産海印寺に参詣。
その後、安東へ。　　　　　　　　　　　　　　　　　 【安東泊】

朝
昼
夕

5
安東河回村
雉 岳 山
ソ ウ ル

午前、伝統家屋の家並みが残る世界遺産安東河回村を観光。
その後、雉岳山国立公園へ。名刹亀龍寺に参詣。
夕刻、ソウルへ。　　　　　　　　　　　　　　　　 【ソウル泊】

朝
昼
夕

6
ソ ウ ル

新 千 歳
朝食後、ソウル・インチョン空港へ。
ソウル（朝） 新千歳（昼）

朝
機
－

1　“雲の橋”が架かる２山と紅葉の
名所３山をハイキング

2　３つの世界遺産 ( 高敞支石墓群、
海印寺八万大蔵経、安東河回村 )
とに佇む名刹を観光

3　全州韓屋村で伝統の韓屋の宿に
体験宿泊

ポ
イ
ン
ト

大芚山（テドゥンサン：878m）　“韓国の金剛山”
とも呼ばれる人気の山です。見所は金剛雲橋やスリル満点
の三仙階段。登山は山頂付近までロープウェイを利用して
標高差250ｍほど。ゆっくり歩いて往復１時間半程度の
初級登山です。※登山をせずに、ロープウェイから金剛雲
橋、三仙階段まで約15分の散策もできます。▲内蔵山の燃えるような紅葉（イメージ）

剛泉山（カンチョンサン）郡立公園　郡立公園　
清らかな渓谷、美しい滝、カエデの見事な紅葉など優れ
た自然景観を誇り、韓国初の郡立公園に指定されました。
森林浴を裸足で楽しめる黄土散策路をのんびり2時間程
度散歩します。渓谷には高さ50m・長さ72mの“雲の橋”
が架かり、空中散歩気分で紅葉観賞が楽しめます。

▲傾斜 50 度・127 段の三仙
階段（迂回路有り）

▲伝統建築物の韓屋が800棟集まる全
州韓屋村に宿泊

※その他の空港発着については
　お問い合わせ下さい

1　台北近郊の人気の山・陽明山ハ
イキングと温泉入浴

2　太魯閣峡谷ハイキング
3　東海岸の景勝地をめぐり、台湾
最南端まで縦断

4　台湾の離島（小琉球）の民宿泊も
楽しみます

ポ
イ
ン
ト

◀台湾最南端の
鵝鑾華（ガラン
ビ） の碑

九份

花蓮

八仙洞

三仙台

野
柳陽明山陽明山

太魯閣渓谷

東港

台北

台東

小琉球

高雄

墾丁
N

▲陽明山ハイキングコースの見どころのひとつ・大油坑

▶３つの巨大な岩に
３人の仙人が休ん
だという伝説が残
る三仙台

▶岩壁が目前に迫る太魯閣峡谷
のハイライトコース・燕子口

コース概念図
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